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３００年以上の歴史と伝統を持つ富山売薬は、富山から全国へ商圏を広げ、「くすりといえば 

富山、富山といえばくすり」といわれるほど有名になり、本市産業の発展の礎となりました。現 

在も、富山売薬を含む医薬品産業は、富山の代表的な地場産業であり、多種多様なメーカーが集 

い、高い技術力を有する日本の医薬品生産拠点「薬都とやま」として、発展を続けています。  

 

くすり関連施設の整備については、市議会や商工会議所からまちなかにくすりをテーマとした 

施設の整備について要望を受けたことなどから、富山市くすり関連施設検討委員会を設置して、

平成 20 年度に基本構想を策定しました。 

その後、整備予定地隣接地での災害対策施設の整備が優先されたことなどから、策定から１０ 

年近くが経過いたしました。 

  

そのため、本市では、平成２９年度に、有識者等による検討会議を設置して、北陸新幹線の開 

業やガラス美術館の開館などの社会環境の変化を踏まえ、構想内容の確認や課題の整理を行いま 

した。この検討会議で基本構想の見直しが必要と提言されたため、改めて外部の有識者などによ 

るくすり関連施設基本構想等策定委員会を設置し、いただいたご助言等を踏まえながら「くすり 

関連施設基本構想・基本計画」を策定したものです。 

 

 私たちには、貴重な文化財や人々の足跡を適切に守り、未来へ継承する責務があります。これ 

までの富山のくすりの歴史を将来に引き継ぐ富山のくすりの拠点施設として、また、人々が集い、

学び、未来を創造する場として、くすり関連施設の整備に取り組んでまいります。 

 

最後に、基本構想・基本計画の策定にあたり、ご意見をお寄せいただいた市民、業界、有識者 

の皆さま、高所大所から議論をいただいたくすり関連施設基本構想等策定委員会の皆様に厚く感 

謝申し上げますとともに、くすり関連施設の整備に向けて、市民の皆様の一層のお力添えをお願 

い申し上げます。 

 

 

平成 31 年 3 月 富山市 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに 
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I 基本構想策定にあたって       

 

１ 富山を象徴する拠点施設の必要性 

 

本市は､豊富な水資源や安価な電力、勤勉な労働力などを背景に､伝統産業である医薬品をはじめ 

機械、電子部品等の製造業を中心に、日本海側有数の工業都市として発展してきた。また、県都と

して、居住・就業・娯楽等の市民生活に必要な機能が集積し、公共交通網等の整備も進んでいる。 

北陸新幹線の開業によって、広域交流が活発になる中で、これまで大事に守り育んできた富山の

自然や歴史、文化が広く伝わる状況となっている。 

このような状況を踏まえ、本市には日本海側有数の中核都市として、高次都市機能の集積を生か

し、産業・経済・文化・観光等の活発な交流により、地域を牽引する役割への期待やより広域的な

競争環境への柔軟な対応が求められている。 

この機会を捉えて、本市の魅力を一層高め、発信していくためには、市の認知度を総合的・戦略

的に高めるシティプロモーションとともに、市民一人ひとりが、「富山らしさ」を再確認し、まち

に対して愛着や誇りを抱くシビックプライドの醸成に貢献するテーマをコンセプトとする施設の整

備を検討することが必要である。 

 

２ 施設のテーマを「くすり」とする理由 

 

（１）歴史的な背景を持つ「薬都とやま」 

  富山のくすりは、300 有余年の歴史を有し、富山売薬の活動によって、医療が未発達な時代から、

諸国の人々の健康増進や文化交流に大きく貢献しており、現在も市内には重要なくすりに関する文

化財や資料が数多く存在している。こうした先人たちが培ってきた「薬都とやま」の歴史・伝統を

後世に伝えるため、貴重な資料の散逸を防ぐ必要がある。 

 

（２）大切にされてきた「信用３本柱」 

富山売薬は、「信用３本柱」※１（商いの信用、くすりの信用、人の信用）の精神を大切にして､

先用後利※２という配置薬の販売方法を取り入れた。これが、現在の産業の礎をつくり、現在の「薬

都とやま」につながったことを、次世代に伝え継承する必要がある。 

 

 

 

 

基本構想編 
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  Ⅰ 基本構想策定にあたって 

 
 

 

（３）「薬都とやま」を伝える発信情報の必要性 

これまで売薬業が核となって関連産業が成長し、富山市を薬都として発展させたように、「薬都

とやま」がさらに発展するための、連携や創造を生み出す拠点が必要である。また、市内には、

「薬都とやま」を物語るくすり関連施設や「富山やくぜん」を提供する店などが点在している。こ

れらを有効に活用するために、くすりを軸とした発信拠点が必要である。 

 

３ 整備予定地 
  

図書館旧本館があった城址公園に隣接する整備予定地は、富山売薬の祖として尊敬され、業界の

誇りとなっている前田正甫公※3（1649～1706）の居城があったところであり、城址公園内には、そ

の像も建立されている。 

戦後、図書館旧本館が設置される前は、商工奨励館が建設されており、戦後の医薬品産業発展の

象徴になった場所である。さらに富山城は富山市域の中でも「都心地区」に位置し、富山の顔であ

ることから、富山を代表するブランドであるくすりの拠点施設となる本施設の整備予定地を、城址

公園に隣接する図書館旧本館跡地として整備を行うものである。 

 

※1 信用３本柱 

富山売薬が行商を行う上で、大切にしてきたこと。「商いの信用」「くすりの信用」「人の信用」の３つの信用を指す。「商

いの信用」の基本は、顧客との間にトラブルを起こさず、不正な商いをしないということ。 

「くすりの信用」は、有効で安全な品質の高いくすりを提供すること。そのために、絶えず顧客の求めるくすりをリサーチ 

し、品質開発に努めなければならない。 

「人の信用」は顧客の悩み相談に乗って、適切なアドバイスを行ったり、励ましたりすることで信頼関係が作られることを示

す。                                     参考：（一社）全国配置薬協会HP 

 

※2 先用後利 

先に薬を得意先に預けて使用してもらい、使った分の代金だけを後から受け取って利益とするという意味である。                              

                              出典：「都市“富山”の400年」富山市郷土博物館 図録 

 

※3 前田正甫公  

前田正甫公は、富山藩の第二代の藩主であり、売薬業の生みの親ともいわれ、藩政の充実に力を注ぎ、藩の財政の立て直しの

ため、領内産業の振興を図った。不朽の業績として名をとどめるのは、反魂丹を基盤にした富山売薬業の開発である。 

富山売薬業の形成に、正甫公の果たした役割は大変重要であるということで、正甫公を富山売薬の祖として尊敬し、また 

藩主によってこの産業が打ち建てられたことを業界の誇りとしてきた。           参考：富山県薬業史 通史 

 

  整備予定地 
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Ⅱ 基本構想策定にあたっての課題と現状 

 

基本構想の策定にあたり、事業の経過、課題を整理し、現況として関係する市の各種上位計

画及び売薬資料・他のくすり関連施設の状況、周辺環境等について課題と現状を整理した。 

 

１ 経過と課題 

 

（１）経過 

「くすり関連施設」整備については、市議会や商工会議所から要望を受け、庁内横断組織や平成

20 年度に「くすり関連施設検討委員会」を設置し、「くすり関連施設基本構想」を策定した。 

平成 20 年度策定の基本構想は、観光振興等を目的として策定されており､策定後 10 年近く経過

し､北陸新幹線の開業や「キラリ(富山市ガラス美術館・富山市立図書館本館)」､「総曲輪レガートス

クエア」等がオープンするなど、取り巻く環境も変化したことから、平成 29 年に学識経験者や経

済・観光関係団体、薬業関係団体の代表者などで構成される検討会議を設置した。ここでは平成 20

年度の構想の確認や「くすりの富山」を実感できる施設について課題を整理し、幅広い視点から議

論を深めていただいた。 

その結果、検討会議においては、環境の変化を踏まえ、変化に見合ったものに修正する必要があ

るとの提言がなされた。 

このことから、検討会議において整理された共通認識や基本構想策定に向けた課題を基に、30 年

度、改めて「くすり関連施設基本構想」等の策定に取り組むこととしたものである。 

 

（２）検討会議の提言 

 

（３）共通認識 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 20 年度に作った基本構想から約 10 年が過ぎ、 

富山市における観光を取り巻く環境の変化、医薬品産業の変化などに 

見合ったものに修正する必要がある。 

 

「富山のくすり」の歴史と精神を伝え、 

富山売薬が、現在の産業の礎であることを 

未来へ継承する必要がある。 
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共通認識に至った意見 

・くすり関連施設は富山市に点在しており、連携がとれていない。 

・くすりの歴史を知る配置従事者（売薬さん）数が減少、高齢化している。 

・売薬関連資料は、製薬企業、配置業者などに保管されているが、製薬会社の廃業、くすりミュー

ジアムの閉館等により、富山のくすりの歴史と産業発展の礎を知る資料が散逸する恐れが高い。ま

た売薬関連資料の整理は年数とともに困難な状況になっており、今後明確な方針のもとに継承して

いかなければならない。 

・くすりが富山の産業の礎であることを若い世代に継承する必要がある。 

 

（４）基本構想策定に向けた課題 

①  基本構想等策定委員会の設置 

検討会議で検討された課題を具体化するために、検討を継続していく必要がある。 

「薬都とやま」として、くすりの歴史の継承や医薬品産業ほか関連産業の正しい知識の普及 

にふさわしい活動内容、施設規模、予算、運営体制等について議論を深めていくために、平 

成 30 年以降に、基本構想・基本計画を策定するための委員会を設置する。 

 

②  資料収集の継続 

「くすり関連施設」を整備するにあたり、必要になるのが資料の収集である。現在、既存 

の展示施設や製薬企業、配置業者などに保管されている資料数等の調査・保存作業等が進め 

られているが、本施設に必要な資料の検証作業や、写真・映像などを整理する必要がある。 

 

③  くすり関連施設の核になる資料の収集 

施設の核になる資料として、ふさわしいものを検討する必要がある。例えば漢方の貴重な 

資料として天然の生薬である草本や動物、鉱物標本を展示する場合は、その方法や劣化を低 

減する効果的な展示方法を検討する必要がある。 

 

④  語り部の育成 

配置従事者（売薬さん）など、くすりの歴史を知り、懸場帳などを実際に活用していた体 

験者や養成されたガイドによる伝承活動、いわゆる「語り部」は大変に重要であり、「くす 

り関連施設」においても「語り部」の配置を検討する必要がある。そのためには、｢語り部｣ 

として適切な人材を確保するとともに、その育成に取り組む必要がある。 

 

 

 

 

 

Ⅱ 基本構想策定にあたっての課題と現状 
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Ⅱ 基本構想策定にあたっての課題と現状 

 
 

 

⑤  インバウンド対応の人材育成 

北陸新幹線の開通による交流人口の拡大や、個人旅行へのシフトなどにより、欧米やアジ 

ア圏のインバウンドが増加している。幅広い来館者に正しい知識と理解を促すため、多言語 

化の検討として、施設内の多言語対応や通訳等ができるボランティアの育成を検討する必要 

がある。 

 

⑥  管理運営体制の検討 

本施設は、ＰＰＰ※の導入を検討する対象施設であることから､市が民間の資金や経営能 

力、技術的能力を活用する方法（指定管理者制度や委託業務方式）等、管理運営体制を検討 

する必要がある。 

 

⑦ 市内にある既存施設との連携 

本施設は、中心市街地にある城址公園隣接区域に計画するが、市内に点在する小規模な 

「富山やくぜん」レストラン、土産店など、くすり関連施設の特徴を活かした連携のあり方を

検討していくものとする。 

 

⑧ 民族薬物資料館のデータベースの活用 

富山大学の民族薬物資料館（和漢医薬学総合研究所）に収載されている情報と連携して、 

漢方について発信する方法を検討する。西洋医学だけでなく、東洋医学やインド医学など幅 

広い医療や健康への知識を、データベースを通じて学ぶ仕組みについても、調査研究する必 

要がある。 

 

 ※ＰＰＰ（Public Private Partnership:パブリック・プライベート・パートナーシップ：公民連携） 

公民が連携して公共サービスの提供を行う手法の総称であり、ＰＦＩ、指定管理者制度、市場化テスト、公設民営方

式、さらに包括的民間委託、自治体業務のアウトソーシング等も含まれる。 

（出典：富山市公共施設等総合管理計画） 
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２ 各種上位計画・関連計画の整理 

 

くすり関連施設整備にかかる上位計画・関連計画については以下の各種計画等があるが、その中

で基本構想等の内容を定める上で関係が深いと考えられるものを整理した。 

各種上位・関連計画 

計画等名 内 容 事 業 

第 2次富山市

総合計画 

2017-2026 

（平成 29 年 

3 月） 

基本理念 安らぎ・誇り・希望・躍動 

都市像 人・まち・自然が調和する活力都市とやま 

まちづくりの目標 人が集い活気にあふれ希望に満ちたまち【活力・交流】 

政策       新たな価値を創出する産業づくり 

施策       ものづくり・しくみづくりの強化 

 政策       観光・交流のまちづくり 

施策       観光資源の創出・発信と受入体制の整備 

 政策    歴史・文化・芸術のまちづくり 

 施策    伝統的文化・文化遺産の保全・活用 

まちづくりの目標 共生社会を実現し誇りを大切にする協働のまち【協働・連携】 

政策      市民の誇りづくり  

施策      地域・自治体としてのブランディングとシティプロモーション 

政策      市民の誇りづくり 

施策      シビックプライドの醸成 

 

富山市まち・

ひと・しごと

総合戦略 

（平成 30 年

10 月改訂） 

基本目標１ 

 安定した雇用を創出する～地方の中核を担う都市として躍動するまち～ 

基本的方向 ア 中小企業の振興及び既存産業の高付加価値化 

基本目標２  

交流・定住を促進し、富山市への新しい人の流れをつくる～選ばれるまち～ 

基本的方向 イ 広域型観光の推進と外国人観光客の誘客 

ウ 地域資源を活用したコンテンツづくり 

エ シティプロモーションの推進 

オ シビックプライドの醸成 

 

富山市都市マ

スタープラン 

（平成 20年 3

月） 

まちづくりの理念 

「公共交通を軸とした拠点集中型のコンパクトなまちづくり」の実現を目指

す 

 

   

  

Ⅱ 基本構想策定にあたっての課題と現状 

 
※上位・関連計画のなかから「くすり」に関する内容を抜粋 
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Ⅱ 基本構想策定にあたっての課題と現状 

 

 

 
 

 

 

 

計画等名 内 容 事 業 

富山市中心市

街地活性化基

本計画 

（平成 29 年 

4 月） 

＜富山市中心市街地の都市像＞   

人が集い、人で賑わう、誰もが生き生きと活躍できるまち 

【公共交通・都市空間】 

方針① 移動環境の充実と魅力あるまちなみの創出により、人で賑わう中心

市街地の形成 

【商業・賑わい】 

方針② まちなかの商業、文化等を活かした特徴的なエリアづくりを推進す

る中心市街地の形成 

【暮らし】 

方針③ 都市機能が集積し、生涯安心して健康でアクティブに活動できる 

中心市街地の形成 

中心市

街地に

おける

公共施

設等跡

地活用

事業

（くす

り関連

施設整

備事

業） 

第 2期富山市

工業振興ビジ

ョン（平成 31

年 3月予定） 

テーマ ～キャッチフレーズ～ 

持続可能な成長を目指す力強く活力ある「産業都市とやま」 

基本方針１ 地域を牽引するものづくり産業の活力強化 

基本方針２ 成長産業のさらなる進化と新産業の創出 

基本方針３ 企業誘致・拠点化による産業集積の強化 

基本方針４ 活力を創出する人材確保・育成 

くすり

関連施

設整備

事業 

富山市観光 

戦略プラン

（平成 29 年 3

月） 

基本戦略と基本目標 

① 基本戦略 富山らしい魅力の創出と戦略的プロモーション 

② 基本目標 富山ブランドの育成とマーケティング強化 

くすり

関連施

設整備

事業 

第 2次 富山市

環境未来都市

計画（平成 29

年 3月） 

目指すべき将来像 都市のかたち、市民生活、産業活動 

基本目標１ 低炭素・省エネルギー 

基本目標２ 医薬品関連産業の振興による地域経済の活性化 

 

富山市レジリ

エンス戦略 

（平成 29 年 

3 月） 

レジリエンス戦略の柱 富山らしさの追及 

① 薬と共に発展してきた産業 

テーマ別の戦略 レジリエントな経済的繁栄 

具体案 薬都とやまのさらなる振興、体験型観光の促進 

 

 

富山市ＳＤＧｓ

未来都市計画 

（平成 30 年 

8 月） 

目指す将来像 コンパクトシティ戦略による持続可能な付加価値創造都市の実現 

3 つの価値 経済価値、社会価値、環境価値 
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計画等名 内 容 事 業 

富山市公共施

設等総合管理

計画 

（平成 28 年

12 月） 

基本方針：ＰＰＰ戦略の推進  

① 公共建築物の複合化・多機能化 

② 民間事業者の活用 

優先的検討プロセス（優先的検討対象） 

次の事項をすべて満たす事業（ただし、判定基準３を満たすものについて

は、判定基準２（事業費基準）を満たさないものであっても優先的検討対象と

する） 

 

 判定基準 判定方法等 

1 延床面積３００㎡以上の公共施設等整

備であること 
事業担当課 

2 事業費基準を満たすこと 公共施設等整備事業調査結果等 

3 民間資金・能力活用基準を満たすこと ＰＰＰ事業手法検討委員会 
 

 

 

城址公園（松

川周辺エリ

ア）整備基本

計画（平成 30

年 8月） 

城址公園の空間的、歴史的位置づけと期待される役割の整理 

周辺地域のあり方を含めて整備の方向性を示す 

 ① 富山の基盤である水と緑の体感 

 ② 富山の歴史文化の発信 

 ③ まちとの連結、まちへの誘導 

 ④ 地域住民の居場所、日常利用 

水の景、城の景、まちの景 

 

 

富山市景観計

画（平成 23 年

7月） 

良好な景観の形成に関する方針 

 基本目標① 豊かな自然や歴史文化を守り育む 

 基本目標② 住みつづけたい、訪れてみたい、魅力と活力を創る 

 基本目標③ 自然景観、都市景観、生活景観などの様々な要素が重なり、つな

がり、調和する 

 

 

 

  

Ⅱ 基本構想策定にあたっての課題と現状 

 

Ⅱ 基本構想策定にあたっての課題と現状 
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３ 富山売薬関連資料について 

 

既存展示施設や製薬企業、配置業者などに保管されている資料数は、平成 27 年度までの調査から約

2,500 点あることが分かっている。（市売薬資料館（約 5,000 点）、薬種商の館金岡邸等は除く） 

なお保管している資料数や保管状態等は施設により大きく異なる。 

 

① 製薬会社などでの保管資料総点数（平成 27年調査報告書） ④ ⑤を含む 

種類 保管資料点数 

製薬関係資料 

 生薬・薬種 

 製薬道具 

（1,557 点） 

81 点 

1,476 点 

売薬関係資料 

 店売り 

 行商  

 広告 

 その他 

（320 点） 

28 点 

236 点 

37 点 

19 点 

その他 

 信仰儀礼 

 古文書 

 医学・医療用具 

 薬（薬袋、薬品見本、容器等） 

 その他（解説板、解説図等） 

（393 点） 

9 点 

8 点 

2 点 

6 点 

368 点 

合計 計 2,270 点 

※上記は、平成 22 年度、23 年度に資料数を調査し、平成 27 年度に報告書にまとめたものより引用 

 

② くすり関連展示施設の展示物（平成 22 年調査結果） 

施設名 資料点数 展示内容 備考 

くすりミュージアム 約 70 点 生薬原料、製薬、売薬資料 平成 29.3 閉館 

廣貫堂資料館 約 200 点 古文書、売薬資料、生薬資料  

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 基本構想策定にあたっての課題と現状 
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③ その他くすり関連施設               

施設名 資料点数 展示内容 備考 

富山市売薬資料館 約 5,000 点 売薬資料、行商用具、製薬用具  

薬種商の館金岡邸 約 300 点 生薬原料、製造用具、売薬版画  

富山大学 

民族薬物資料館 

約 29,000 点 

（生薬標本） 
生薬標本、生薬製材、売薬資料、本草書  

※ホームページ、施設への確認による 

 

④ 製薬会社所有の展示資料（平成 23 年調査 2,141 点 平成 30 年度再調査 2,378 点） 

社名 資料点数 資料内容 備考 

第一薬品工業 938 点 製薬用具、売薬資料 等  

東亜薬品 901 点※ 売薬版画、薬袋 等 売薬版画類

457 点 

大同製薬 460 点 柳行李、預け箱、薬袋、写真 等  

島伊兵衛薬品 42 点 看板、上袋 等  

その他 37 点  明生薬品、

三九製薬 

等 

※東亜薬品の資料数は平成 30 年の再調査の結果による。 

 

⑤ 配置事業者の展示資料（平成 22 年調査） 

130 点（預け箱、神農像掛け軸、生薬箪笥、売薬写真等） 

 

  

（平成 27 年整理 くすり関連施設収集資料整理調査報告書より一部引用） 

Ⅱ 基本構想策定にあたっての課題と現状 
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４ 周辺環境と市内くすり関連施設の現状 

 

（１）富山市のまちづくり 

① コンパクトなまちづくり 

富山市は、鉄軌道をはじめとする公共交通を活性化させ、その沿線に居住、商業、業務、 

文化等の都市の諸機能を集積させることにより、公共交通を軸とした拠点集中型のコンパク 

トなまちづくりを目指しており、郊外の主要な市街地と中心部がつながっている。 

 

② 城址公園の位置づけ 

城址公園は、市街地の中心に位置し、市民の日常的な憩いの場や賑わいの場として機能す 

る貴重な緑のオープンスペースであるとともに、数々の遺構や文化施設を有する富山市の歴 

史・文化を象徴する場所である。 

 

（２）富山市の河川とくすりの関係 

売薬業と川の関係については、現在の松川と鼬川（いたちがわ）の合流地点である「木町の 

浜」から東岩瀬への物資輸送が行われていたとされ、この物資輸送には北前船へと配置従事者

（売薬さん）の積み荷を乗せた船も行き来していたことが想定される。 

 

（３）中心市街地について 

  富山市の中心市街地は、相当数の小売商業、各種事業所、公共公益施設等が市内宅地の約７％

という限られた範囲に集積し、様々な都市活動が展開されている。また、富山型のコンパクトな

まちづくりの市域全体の拠点として位置付けられており、子どもから高齢者まで誰もが暮らしや

すいまちづくり等、これまで以上に質の高いまちづくりを目指すことが求められている。 

 

（４）城址公園周辺について 

城址公園周辺に拡がる市街地は、およそ 100 年に及ぶ近代的な都市づくりの歴史を持つ地域であ

るとともに、富山県の県都としての役割を担ってきた地域である。 

城址公園は都心地区に含まれ、周辺には、富山国際会議場が位置し、近くには、古くからの中心

商店街や複合施設であるＴＯＹＡＭＡキラリといった芸術・文化拠点がある。また、富山駅周辺の

南北一体的なまちづくりの推進、まちなかの魅力向上などの取り組みを通じた中心市街地の賑わい

再生、歩行空間の整備・充実、良好な都市景観の創出、やすらぎ空間の創生などの取り組みが進ん

でいる。 

 

 

Ⅱ 基本構想策定にあたっての課題と現状 
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（５）市内くすり関連施設について 

  富山市内には、すでにくすり関連施設や関連店舗、健康医療施設が存在しているが、規模が小 

さく点在しているため、施設間の連携が取りづらい状況にある。 

① 市内のくすり関連施設等の位置 

  

Ⅱ 基本構想策定にあたっての課題と現状 

 

（科学館、近隣施設） 
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② 市内のくすり関連施設等の現状 

 

施設名 
施設 

規模 
現況 

入込数 

平成 20 年度 
基本構想時 

平成 30 年 

（1 月～12 月） 

富山市 
売薬資料館 

867.3 ㎡ 

1984（昭和 59）年設立 

売薬に関する資料の収集、保管、展示を行う。 

約 5,000 点を収蔵。1,818 点は「富山の売薬資料」

として、国重要有形民俗文化財に指定。 

別館・旧密田家土蔵：富山を代表する売薬商家であ

った密田家より資料とともに寄附された。 

その他：江戸後期～明治期の売薬版画の絵はがきや

複製画を販売。 

11,860 人 8,536 人 

富山県民会館分館 

薬種商の館  
金岡邸 

437 ㎡ 

1981（昭和 56）年 9月設立 

富山売薬業に関する資料を中心に資料を保存展示。 

母屋：明治初期の薬種商金岡薬店を復元。 

新屋：伝統的木造建築の特徴が生かされた総檜造り

の建物。 

薬たんす：半纏を着て記念撮影可能。 

その他：薬研を体験できるコーナー有。 

6,447 人 7,083 人 

廣貫堂資料館 226 ㎡ 

1994（平成 6）年 3月リニューアル 

昔ながらの薬づくりの道具や柳行李などの売薬用

品、売薬の顧客管理簿である懸場帳、土産に用いら

れた売薬版画など展示。「富山の薬」の歴史を紹介

した大型スクリーン映像有。 

その他：富山のくすり、薬膳の食材を配合した飴や

お菓子などを販売。 

20,165 人 17,434 人 

池田屋安兵衛
商店 

100 ㎡ 

1936（昭和 11）年設立 

富山の中心市街地では最も古い木造建築物の一つ。

白壁と瓦の土蔵造りに、大きく「越中反魂丹」を染

め抜いた店暖簾。珍しい金看板や、実際使っていた

古い道具も展示。 

座売り：症状や体力・体質など話を聞いて処方。 

丸薬製造体験：丸薬製造を無料体験できる。 

健康膳 薬都：漢方の考えに習ったレストランを併

設。 

82,300 人 52,660 人 

富山大学  
民族薬物 
資料館 

1,085 ㎡ 

1985 年（昭和 60）7月設立 

漢方医学や中国医学で使用される生薬を主とし、イ

ンド医学やユナニー医学で使用される生薬などを含

め、全 29,000 点余の生薬標本を保有。 

植物押し葉標本（整理済約 34,000 点）、 

生薬製剤（約 200 点）、配置薬資料、本草書など。 

保有資料数や蒐集範囲の広さの点では世界第一の生

薬博物館。 

 
約 1,000 人

（約 10%は外

国人） 

てるてる亭 
お休み処 

87.4 ㎡ 

2018 年（平成 30）6月展示開始 

反魂丹を富山に伝えた万代常閑翁の像や、百味箪笥

を模したテーブルでくすり関連施設や富山やくぜん

認定店などを紹介、富山の薬の歴史等を紹介するパ

ネルを展示。 

その他：まちあるきスタンプラリーの中継地。 

－ － 

Ⅱ 基本構想策定にあたっての課題と現状 
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５ 関連法令の整理 
  

計画地の現況図（敷地図）における関連法規制については以下の諸法令があるが、その中で建築

計画上の諸条件を定める上で必要と考えられるものを整理した。 

 

計画地の概要 

所在地 富山市丸の内一丁目 

計画地規模 約 1,750 ㎡（図書館旧本館跡地）約 3,900 ㎡（駐車場を含む） 

関
連
法
規 

都市計画法 市街化区域、用途地域：商業地域、建蔽率 80％、容積率 500％ 

建築基準法 都市計画法に基づく 

富山市風致地区内における建築

等の規制に関する条例 

風致地区 

（高さ 12ｍ以下、建蔽率が 10 分の４以下） 

都市公園法 公園施設を管理しようとするときは、条例で定める事項を記載した

申請書を公園管理者に提出してその許可を受けなければならない。 

富山市都市公園条例 第 2条 ―抜粋― 

都市公園において次に掲げる行為をしようとする者は、市長の許

可を受けなければならない。 

(1)業として写真又は映画を撮影すること。 

(2)興行を行うこと。 

(3)演説、集会、競技会、展示会、撮影会、博覧会その他これらに類

する催しをすること。 

(4)行商、募金その他これらに類する行為をすること。 

(5)前各号に掲げるもののほか、市長が都市公園の管理上必要がある

と認める行為をすること。 

河川法 河川区域内の土地の占用については、河川区域内の土地を占用し

ようとする者は、河川管理者の許可を受けなければならない。 

文化財保護法 埋蔵文化財調査、切り盛り等の造成に関する規制 

富山市屋外広告物条例 屋外広告物に関する規制 

第１種禁止区域  

中心市街地地区広告物景観形成地区 

富山市景観まちづくり条例 景観計画区域 

○基本理念 

・立山連峰の眺望や自然環境との調和する景観まちづくり 

・地域固有の歴史・文化・生活が反映した景観まちづくり 

・市民の主体的な取組による景観まちづくり 

・市民・事業者・市の協働で進める景観まちづくり 

医薬品、医療機器等の品質、 

有効性及び安全性の確保等に 

関する法律（略称：医薬品医療機

器等法・薬機法） 

○虚偽・誇大な記事の広告・記述・流布の禁止。 

○医薬品、医薬部外品及び化粧品の製造販売には、品目ごとに厚生

労働大臣の承認が必要。 

○ 構造設備・体制は厚生労働省令で定める基準に適合させる こ

と。 

博物館法 ○登録博物館の定義 

歴史、芸術、民俗、産業、自然科学等に関する資料を収集し、保管

し、展示して教育的配慮の下に一般公衆の利用に供し、その教養、

調査研究、レクリエーション等に資するために必要な事業を行い、

あわせてこれらの資料に関する調査研究をすることを目的とする機

関。 

○都道府県教育委員会等の登録・指定が必要。 

○博物館には館長や専門的職員として学芸員を置くこと。 

規定外施設の場合、設置主体、登録・指定、職員・開館日数・資

料・施設設備等の制限なし。 

Ⅱ 基本構想策定にあたっての課題と現状 
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Ⅲ くすり関連施設の基本的な考え方 

 

１ 基本理念 
 

本施設の整備にあたっては、３００年以上続く富山のくすりの歴史と文化、大切にされてきた精神

を継承しつつ、「信用３本柱」（商いの信用、くすりの信用、人の信用）が優れた理念であることを

踏まえ、これらを軸として市民とともに薬都とやまの未来像を考え、創造することを目指す。 

 

 

２ 基本方針 

 

本施設の基本理念を実現するため、４つの基本方針を以下に示す。 

（１）シティブランディング 

   「薬都とやま」のブランドイメージを強化する 

    富山の歴史・文化とくすりとの関わりを明らかにし、「ＫＵＳＵＲＩ」として未来に向け

て、世界に向けて発信し、富山市の代表的なブランドとして確立する。「富山といえばくす

り」のイメージを体感し、楽しむ機会と場を創出する。 

 

（２）シビックプライド 

    産業の礎を築いた先人の知恵に学び、富山人としての誇りを育む 

    富山にはくすりという一つの産業を核に様々な産業を興し、企業群の集積をつくった力強 

さがある。現在に続く力強い産業の礎を築いた先人の知恵を学び、富山人としての誇りを育 

む場を創出する。 

 

（３）賑わい・回遊性 

   中心市街地の賑わいと回遊性を生み出す拠点を創出する 

   城址公園を拠点として、周辺のくすり関係施設等をつなぎ、まち歩きの楽しみを発信し､賑

わいと回遊性を生み出す拠点を創出する。 

 

 

  

【基本理念】 

富山のくすりの歴史と文化、精神を継承し、 

薬都の未来を市民とともに創造する 
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（４）産官学民連携 

産官学民の連携により、「薬都とやま」の未来像を描く 

薬業の活性化、産業の発展、ひいては薬都とやまの未来につながるよう産官学民連携を活 

用し、好循環社会の実現を目指す。中核的な位置づけという他館にはない特徴を持つととも 

に、他施設との連携等の新しい仕組みづくりを担う。 

 

３ 利用者のイメージ 

 

（１）考え方 

市民や観光客、企業や大学など、多様な分野の利用者を想定する。 

  大きくは以下の３分野の利用者をイメージし、ニーズにあわせたプログラムを提供する。 

 

（２）分野ごとの利用者イメージ 

  市民のなかで「富山のくすり」に馴染みのある市民と馴染みのない市民、そして観光客に大別

し、さらに具体的な利用者をイメージする。 

 

富山のくすりに馴染みのない市民 

・城址公園利用者  

・県外からの移住者 

・富山の歴史に触れる機会の少ない子供や若者  

                                等 

 

富山のくすりに馴染みのある市民 

・研究活動紹介や大学カリキュラムの一環で訪れる大学関係者や学生、企業関係者 

・本施設が行う多様な事業の参加者や担い手、本施設での事業展開の充実に協力してくれる方 

・元「売薬さん」やその利用者など、富山のくすりに愛着と懐かしみを持つ方       

       等 

 

   観光客 

・北陸新幹線開通後増加した広域観光を目的とした観光客 

・ＭＩＣＥの推進等に伴って増加するビジネス客 

・近年著しい伸びを示している外国人観光客                

                                 等 

 

Ⅲ くすり関連施設の基本的考え方 
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Ⅳ くすり関連施設に必要な要素 

 

１ 機能 

  

富山のくすりの強みの一つは「信用３本柱」（商いの信用、くすりの信用、人の信用）を大切に、

その精神を継承し、先用後利という仕組みを活用し、配置薬業を進め、広く「富山のくすり」を 

日本中に広めてきたことである。富山の厳しくも美しい自然の中で粘り強く人を育み、生まれてきた

のが配置という商法であり、時代ごとに創意工夫しながらその強みを活かし、くすり産業を核に様々

な産業を興してきた力強さがある。   

このことを未来に継承するために、展示・体験により歴史と文化・精神を伝え、交流により魅力を

発信し、薬都とやまの未来創造につなげるための機能が必要と考える。 

   

（１）展示・体験機能 

「富山のくすり」の歴史を基盤に、これらの精神性やエピソードを「学び、感じて、身につけ 

る。そして未来を考えるきっかけとする」展示展開を基本とする。  

そのためにも配置従事者（売薬さん）など、くすりの歴史を知り、懸場帳などを実際に活用し 

ていた体験者からの証言を収集し、これらの証言や資料をもとに展示・体験を工夫する。 

また、先端技術による創薬研究や技術を学び、体験できる展示も検討する必要がある。 

 

（２）交流・サービス機能 

  教育・研究機関、他のくすり関連施設、企業・団体等との連携・交流により、薬都とやまの魅 

力の発信を行う。またくすりを軸にしたまち歩きの情報提供のほか、周辺施設の案内や、くすり 

に関する情報発信を行う。 

 

（３）未来創造機能 

「薬都とやま」の過去から今を紐解き、持続可能な富山の未来を創造するために、市民がどの

ような未来をつくっていきたいかを共に考え、語り合う場を提供する。ビジョンや課題を語り

合い共有することにより、新たなアイデアの創生につなげ、また薬都とやまの次世代への継承

や産業のイノベーションに貢献できるような機能を検討する必要がある。 
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２ 機能を実現するための方法 
 
２－１ 展示・体験プログラム 

 

（１）基本的考え方 

「薬都とやま」が大切にしてきた精神である「信用三本柱」（商いの信用、くすりの信用、 

人の信用）を軸として展示・体験プログラムを企画することを基本とする。 

 

（２）方法 

生薬や売薬用具、売薬版画コレクションをはじめとした、富山のくすりの特徴を歴史的に物語

る実物資料、売薬さんの証言などの薬業に関わる貴重な記録のほか、見るだけでなく五感で感じ

る展示やデジタル技術による疑似体験等、子どもから専門家まで多様な利用者が楽しむことので

きる展示・体験プログラムを立案する。 

 

 

（３）具体イメージ 

① 「薬都とやま」の歴史を感じる展示・体験 

「薬都とやま」のはじまりと発展した過程を明らかにするとともに、実際に使われていた 

資料や道具、先用後利のシステムの先進性や現代のデータベースともいえる懸場帳の読み解 

き方などの展示・体験プログラムとする。 

 

② 「薬都とやま」の文化と精神を感じる展示・体験 

「富山のくすり」が育んだ文化の側面を感じられるような展示・体験プログラムを設ける｡ 

富山売薬が大切にしてきた「信用３本柱」の理解、富山売薬に関して発展してきた文化と芸 

術、富山のくすりに関わる人々の証言などを活用した展示・体験プログラムとする。 

 

③ 「薬都とやま」の今と未来を感じる展示・体験 

最新の創薬研究や技術を体験できる展示・体験プログラムを産業界や大学・学校、市民・ 

団体、行政などの幅広い分野の参画・協力を得て検討する。また富山市民がどのような未来 

をつくっていきたいかを共に考え、語り合う場の創出等を、展示・体験プログラムとする。 

 

 

 

 

Ⅳ くすり関連施設に必要な要素 
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（４）展示・体験イメージ 

 

  「富山のくすりの歴史と文化、精神を継承し、薬都の未来を市民とともに創造する」という

基本理念を受けて、展示は「信用３本柱」（商いの信用、くすりの信用、人の信用）をデザ

インコンセプトの柱とし、精神性やエピソードを「学び、感じて、身につける。そして未来

を考えるきっかけとする」展示とする。 

 

ゾーン構成 

   薬都とやまのブランディングコア“信用３本柱”  

（商いの信用、くすりの信用、人の信用）を軸と 

して５つのゾーンから構成する。 

 

 ①薬都を感じる 

②歴史を感じる 

 ③文化を感じる  

 ④くすりを感じる 

 ⑤未来を感じる 

  

① 薬都を感じる 

薬都とやまの今を実感してもらう。薬都を感 

じるまち歩きの案内や薬都とやまのデータを体 

感し、学んでもらうなど、薬都とやまへの関心 

を高めることをねらいとする。 

 

 

 

② 歴史を感じる 

売薬さんの歴史等を資料や実物でわかりやすく 

展示し、歴史を感じてもらうことをねらいとする。 

  

 

 

③ 文化を感じる 

富山売薬にまつわる文化的資料などを紹介し、 

薬都とやまの文化を感じてもらうことをねらい 

とする。 

Ⅳ くすり関連施設に必要な要素 
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④ くすりを感じる 

       くすりの素材やしくみ、技術、デザイン等 

くすりを五感で感じてもらうことをねらいと 

する。 

 

 

 

 

⑤ 未来を感じる 

未来創造の展示を体感し、未来への関心を 

高め、共に創造する機運を高めることをねらい 

とする。 

  

          

 

 

 

 Ⅳ くすり関連施設に必要な要素 
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２ 

 

２－２ 交流・サービスプログラム 

 

（１）基本的考え方 

薬都とやまの拠点として、既存のくすり関連施設との連携や情報発信を担うため、くすりを軸 

としたさまざまなプログラムを展開し、交流の創出を図ることを基本とする。 

 

（２）方法 

関係する各機関との協議を通して具体化を進め、富山市内に点在するくすり関連施設をネット 

ワーク化し、点在する関連施設との相乗効果を生みだすため、企画展の共催や体験学習会、講演 

会等への職員の相互派遣も検討する。また関係する各機関と共同で各種事業を実施するととも 

に、くすり体験ツアーやスタンプラリー等の連携･利用促進イベントの実施も検討し、「薬都と 

やま」のブランドイメージを市内外へ強力に発信し浸透させていく。 

 

（３）具体イメージ 

① 拠点施設としての情報発信 

市内に点在する既存のくすり関連施設や、「富山やくぜん」認定店などと連携し、拠点と 

してふさわしい情報提供を行う。ホームページではくすり関連施設の利用案内、展示案内、 

講演会やワークショップの開催案内、「薬都とやま」まち歩き案内、既存のくすり関連施設 

などとのネットワーク連携・情報共有のほか、各施設の特色やイベントなどの情報発信にＳ 

ＮＳを組みこむなどの工夫を行う。 

 

②  語り部などを活用した体験・学習やまち歩きのプログラムなどの開発 

配置従事者（売薬さん）など、くすりの歴史を知り、懸場帳などを実際に活用していた体 

験者や養成されたガイドによる伝承活動「語り部」が重要であり、適切な人材の確保、育成 

に取り組む。 

また既存のくすり関連施設や、くすりの歴史的建造物、「富山やくぜん」認定店などくす 

りを軸としたまち歩きのプログラムを開発して連携を深め、発信する。 

 

③  周辺施設と連携した物販・飲食、くすりの販売 

飲食・物販に関しては、城址公園や周辺レストラン店舗と連携を図ることを基本とし、 

具体的な展開については基本計画にて検討を行う。薬都とやまをＰＲするうえで必要なプ 

ログラムとなるくすりの販売等を行う。 

 

④  資料の収集と活用（資料の体系的な分類とデータベースの構築） 

関連施設で保有する資料の種類や内容などについて、写真や情報を記録したデータを作 

成・整理し体系的な分類を行う必要がある。この整理したデータをもとに、閲覧可能とな 

るデータベースとして構築し、公開する。 

 Ⅳ くすり関連施設に必要な要素 
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２－３ 未来創造プログラム 

 

（１）基本的考え方 

 「薬都とやま」が大切にしてきた「信用３本柱」（商いの信用、くすりの信用、人の信用）の精

神を継承し「薬都とやま」の過去から今を紐解き、未来を創造することを目的としたプログラム

開発を基本とする。 

 

（２）方法 

 利用者がくすりについて学び、語り合い、その取組みを公開・共有することによって、新たな

アイデアの創生や産業のイノベーションに貢献できる場を提供する。その方法として、産業界や

大学・学校、市民・団体、行政などの幅広い分野からの参画や、新機軸を切り開いたイノベータ

―との連携等を基に、未来創造プログラムを立案する。 

 

（３）具体イメージ 

①  幅広い分野の人々と連携したイベント、ワークショップの開催 

産業界や大学・学校、市民・団体、行政などの幅広い分野の参画・協力を得て、未来創造 

を目的とした、各種事業の実施や連携・利用促進イベント等の企画等を行う。 

くすりのイメージを活かして、未来の健康づくりという生活の視点から、「富山やくぜ 

ん」認定店等の協力を仰ぎ、商品開発ワークショップ等を行う。 

 

②  未来創造につながる情報の発信 

産官学民が参加できる交流会やワークショップ・最新動向のプレゼンテーションを行うな 

ど、未来創造のプロセスを発信する。 

市内の他のくすり関連施設と連携し、企画展の共催や体験学習会、くすり体験ツアー 

やスタンプラリー等の連携・利用促進イベントなどを発信する。 

 

③  薬都とやまの未来に向けた新しい価値創造につながるイベント等  

薬都とやまの未来に向けて幅広い分野の人々が語り合う場を設定し、新たなアイデアの発 

   想等へと発展するようなイベントや活動を企画する。例えばマーケティング戦略の協働企画 

や、さまざまな分野の有識者をファシリテーターに迎えた展示や体験プログラムの企画検討 

などを行う。 

 

  

                    

  

 Ⅳ くすり関連施設に必要な要素 
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３ 施設の配慮事項 

 

（１）基本的考え方 

場所の特性から透過性の高い壁面とし、くすり関連施設であることが外部からうかがえる施設と

する。 

また「城址公園の北西角のエントランス」や「市内観光を含めた案内情報提供」、「交通結節 

点として気軽に立ち寄れる待合スペース」等の利用者の利便性が向上する機能を取り入れる。 

 

（２）内容 

①  施設構成 

・城址公園と一体的な活用ができるよう、また交流が生みだされるような構成とする。 

・くすり関連施設であることが、外からもうかがえる施設構成とする。 

・ニーズの変化や内容の陳腐化に伴う変更に容易に対応できる構造とする。 

・老若男女、障害を持つ人、外国人など多様な利用者に対応できるようなデザインに配慮 

する。 

 

②  配置 

・城址公園全体計画のコンセプトや、文化財、既存樹木との関係に配慮する。 

・松川沿いの立地を活かし、水辺空間との関係を活用、周辺施設との連携・回遊性を図る。 

 

③  意匠 

・魅力と活力を創出する市の「顔」にふさわしく、かつ城址公園及び周辺の景観と調和を図

れる意匠とする。 

・富山の豊かな水や自然の恵み、薬都とやまのイメージを建築意匠に反映する。 

 

④  条件 ※「富山市風致地区内における建築等の規制に関する条例」に基づく 

・高さ制限 風致地区のため 12ｍ以下 

・建蔽率  40％以下 

 

  

  Ⅳ くすり関連施設に必要な要素 
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４ 管理運営 
 

（１） 基本的考え方 

   来館者と館スタッフのコミュニケーションを大切にする中で、運営にあたっては、継続的に利 

用者のニーズや満足度等を把握し、その結果を生かした管理運営体制の構築により利用者満足度 

の向上を図る。 

 

（２） 運営方式 

「富山市公共施設等総合管理計画及び富山市ＰＰＰ/ＰＦＩ手法導入優先的検討規程」に基づ 

き、「くすり関連施設」はＰＰＰの導入を検討する対象施設であることから、市が民間の資金や 

経営能力、技術的能力を活用する（指定管理者制度や委託業務方式）等、管理運営体制を検討す 

る必要がある。 

 

（３）事業方針 

①  市民の参画を促し、市民とともに創造する管理運営 

事業の企画段階から、市民の参画を促し、ともに創造する管理運営体制を確立するととも 

に、市内外の専門家や関係機関等との連携・協力体制を構築し、市民をはじめ、さまざまな 

人々・機関とのパートナーシップによる管理運営を推進する。 

  

②  連携強化のための体制づくり 

地域との交流機能を有機的に推進していくために、組織においても、横断的に業務が遂行 

できるよう工夫を行う必要がある。富山市全域に点在するくすり関連施設をネットワーク化 

し、企画展の共催や体験学習会、講演会等協働による取り組みを行う。 

 

③  未来創造事業を実現する管理運営 

富山のくすりの歴史と文化、精神を「学び、感じて、身につける。そして未来を考える 

きっかけとする」事業活動を継続的に展開するため､関連機関との密接な連携のもと中長期 

の展望に立ち､安定した管理運営を行う。 

  

 Ⅳ くすり関連施設に必要な要素 
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５ 整備スケジュール 
 

(１）基本的考え方 

    本基本構想と基本計画を受けて、整備に関するＰＰＰ導入可能性調査や、基本設計等を行う 

必要がある。また、くすり関連施設の周辺で一体的に整備を行うこととなる城址公園整備計画 

とも連携して進める。 

 

(２）整備フロー（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ⅳ くすり関連施設に必要な要素 

 

 

 

 

基本設計・実施設計 

ＰＰＰ検討 

（ＰＰＰ導入可能性調査） 

 

建設工事（コンテンツ制作） 

基本構想・基本計画策定 
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基本計画編 
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I 基本計画策定にあたって 

 

１ 基本的考え方 

本計画では、くすり関連施設の整備に向けて、基本構想において確認した基本理念、そしてこ

の基本理念を実現するための、重要な４つの基本方針に基づき、本施設の「事業構成」を明らか

にし、「施設」「展示」そして「管理運営」などについての具体像を計画する。 

 

（１）基本理念 

本施設の整備にあたっては、３００年以上続く富山のくすりの歴史と文化、大切にされてき

た精神を継承しつつ、「信用３本柱」（商いの信用、くすりの信用、人の信用）が優れた理念

であることを踏まえ、これらを軸として市民とともに薬都とやまの未来像を考え、創造するこ

とを目指す。 

 

 

 

 

 

 

（２）基本方針 

① 「薬都とやま」のブランドイメージを強化するためのシティブランディング 

② 産業の礎を築いた先人の知恵に学び、富山人としての誇りを育むシビックプライド 

③ 中心市街地の拠点として賑わい・回遊性を生みだす 

④ 産官学民連携により、「薬都とやま」の未来像を描く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富山のくすりの歴史と文化、精神を継承し、 

薬都の未来を市民とともに創造する 

基本計画編 
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２ 薬都とやまと信用３本柱 

  

富山のくすりは、３００有余年の歴史を有し、医療が未発達な時代から、諸国の人々の健康増

進や文化交流に大きく貢献してきた。この富山売薬が大切にしてきた「商いの信用」「くすりの

信用」「人の信用」という信用３本柱が現在の「薬都とやま」につながったことを、次世代に継

承する必要がある。 

本施設では「商いの信用」「くすりの信用」「人の信用」という信用３本柱を活かし、展示ゾ 

ーン等と関連付けて、各種計画を策定することとする。 

 また、インバウンドをはじめ、様々な利用者にも理解しやすいよう、信用３本柱について、イ

メージしやすいサブタイトルをつけることを検討する。 

 

 

 

  

 

 

 

 

３ 基本計画の位置付けと構成 

 

本計画は、くすり関連施設基本構想のもとに策定するものとする。 

本基本計画の構成は次のとおりとする。 

 

 （１）事業計画 くすり関連施設で展開される各種事業に関する計画 

 （２）施設計画 くすり関連施設の施設面での機能と諸室構成等の計画 

 （３）展示計画 くすり関連施設の展示・体験に関する計画 

 （４）管理運営計画 くすり関連施設の管理・運営に関する計画 

 

 以上に加え、開館に向けた取り組み等を盛り込んだ今後の事業展開について付記する。 

 

Ⅰ 基本計画策定にあたって 
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Ⅱ 事業計画 

 

１ 基本的考え方 

 

くすり関連施設基本構想において、必要となる機能・プログラムを、「展示・体験」「交流・

サービス」「未来創造」とした。本計画では、これら３つの機能・プログラムを具体的に実現す

るために、８つの「事業」に区分・整理し、本施設の事業構成とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機能・プログラム 事  業 

展示・体験 
１ 展示事業 

２ 解説事業 

交流・サービス 

３ 薬都案内サービス事業 

４ 催事事業 

５ 飲食・物販事業 

６ 資料収集・活用事業 

未来創造 
７ 情報発信事業 

８ 産官学民連携事業 
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２ 各事業 

 

（１）展示事業 

「富山のくすり」の歴史を基盤に、「薬都とやま」が大切にしてきた「信用３本柱」（商いの信 

用、くすりの信用、人の信用）の精神を軸として「学び、感じて、身につける。そして未来を考 

えるきっかけとする」展示を基本とする。また時代ごとに創意工夫しながら、その強みを活か 

して医薬品産業を核に様々な産業を興してきた力強さが富山のＤＮＡと捉え、このＤＮＡを未 

来に継承するために、幅広く専門家やボランティア等の参画・協力も得て展示内容を検討する。 

 

① 種類 

ア．常設展示 

生薬や売薬用具、売薬版画コレクションをはじめとした、富山のくすりの特徴を歴史 

的に物語る実物資料、売薬さんの証言などの薬業に関わる貴重な記録などを用いて「薬 

都とやま」の歴史と未来を展望する展示とする。 

 

イ．企画展示 

「薬都とやま」の創造に向けて、常設展示とは異なる視点・テーマから構成する時限 

的な展示を実施する。主催事業としてだけでなく、外部機関との連携、協力、共催形式 

などでも企画する。 

 

ウ．移動展示 

関連施設や学校・学会等、本施設以外の場所でも展開できる、移動展示キット等を開 

発し、出前講座にも活用できる展示を検討する。 

 

② 内容 

薬都とやまの精神性を学び感じてもらうには、五感に訴える体験展示などを取り入れ 

る必要がある。そのためには、既存の資料や売薬さん等の富山のくすりに関わりのある 

人々の証言映像記録をもとにした双方向の体験展示、デジタル表現などの先端技術を取 

り入れた創薬の技術体験、富山売薬を礎に発展した産業の紹介など、「薬都とやま」に 

まつわる様々な展示を体感することが重要となってくる。 

この展示事業を通して、「薬都とやま」の過去・現在・未来を感じ取れるようなしく 

みを構成し、市民をはじめとする利用者に「薬都とやま」への誇りを感じ、共感を抱い 

てもらうことをねらいとする。 

 

 

Ⅱ 事業計画 
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（２）解説事業 

利用者が展示に興味を持ち、理解を深めることができるよう、養成されたガイドや機器によ 

る解説の他、配置従事者（売薬さん）や製薬企業従事経験者など、くすりの歴史を知り、懸場 

帳などを実際に活用していた体験者とも連携し、具体的で分かりやすい解説を行う。 

また富山大学薬学部・和漢医薬学総合研究所、県立富山北部高等学校くすり・バイオ科など 

の教育機関、市内外の製薬企業等、多様な関連産業等と連携し、くすりについて関心を高める 

解説プログラムを作成するとともに、インバウンドにも対応する。 

 

① 種類 

ア．解説員による解説 

利用者が本施設の利用を通して、薬都とやまにについて「学び、感じて、身につける。 

そして未来を考えるきっかけとする」ことができるよう、ガイド等の人材による利用者 

に対応した柔軟な解説を行う。 

 

イ．ＡＲ・ＶＲなどのＩＣＴを活用した解説 

来館者所有の携帯端末やくすり関連施設の端末貸出等によるＩＣＴを活用した解説を 

行う。 

 

ウ．移動解説 

薬都とやまの売薬システムがいかに先進的だったかを、本施設以外の場所でも体験でき

る展示キット及び解説プログラムを開発し、語り部やガイドによる解説活動を行う。 

 

② 内容 

ガイドや機器による解説のほか、配置従事者（売薬さん）や製薬企業従事経験者など、 

くすりの歴史を知り、懸場帳などを実際に活用していた体験者と連携し具体的で分かりやす

い解説をおこなうことが必要である。「薬都とやま」の精神を伝承することは、本事業の重

要な要素であることから、売薬さん自らの体験談等をもとに、伝承活動（語り部）のための

ガイド育成や、解説メニューの開発を行うことする。 

また、市内にある既存のくすり関連施設と連携した解説手法も検討する。 

 

 

 

 

Ⅱ 事業計画 
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（３）薬都案内サービス事業 

富山の地域ブランドである「富山のくすり」をはじめ、薬都の魅力を体感できる既存のくす 

り関連施設の内容やアクセス情報、中心市街地のまち歩き情報等を収集・紹介し、誘導・案内 

する事業を行う。 

 

① 種類 

ア．窓口による案内サービス 

くすり関連施設では、薬都とやまの歴史や医薬品産業等について専門的知見を有する人 

材による案内サービスを行うものとする。案内サービスの対象は、施設の利用者だけでな

く、公園の利用者や観光事業者等とし、幅広く対応する。 

 

イ．メディアによる案内サービス 

インターネットや、チラシ、書籍等の印刷物を活用し、メディアによる案内サービスを 

行う。 

 

ウ．その他のサービス 

利用される方に、くすりを感じながら自由にくつろいでもらえる空間、くすりに関する

書物や図録などを自由に読める空間等を設け、来館者自ら情報収集できる薬都とやまの交

流案内サービスを行う。 

 

② 内容 

本施設は、城址公園や中心市街地の新たな賑わいが生まれることもねらいとしており、 

市内に点在する既存のくすり関連施設や「富山やくぜん」認定店の詳細情報等のほか、 

周辺地域で行われる催事、観光事業者が行うツアー、まち歩きの情報提供等を行うもの 

である。 

さらにくすり関連の拠点施設として、点在する既存施設もつなぐ、きめこまやかで適 

切な案内サービスを行うことができるよう、関係各方面との緊密な連携体制を整えるこ 

ととする｡ 

    

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 事業計画 
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（４）催事事業 

薬都とやまの拠点施設として、既存のくすり関連施設との連携を図り、情報発信を行うた 

め、薬都とやまの未来創造につながる事業をはじめ、くすりに関する様々な催事事業を行う。 

また、中心市街地の賑わい創出や回遊性向上、まち歩きの促進につながる事業を行う。 

 

① 種類 

ア．主催事業 

薬都とやまの未来創造につながる催事や、中心市街地の賑わい創出につながる催事な 

ど、本施設の趣旨に合致する催事事業を行う。 

  

イ．共催・後援事業 

  他機関に主体を置く催事で、共催・後援等の依頼を受けて、施設の提供やＰＲ等、実施 

に関与する催事事業を行う。 

 

ウ．その他 

   薬都とやまの未来創造につながり、多様な世代間交流の場となるような催事事業を行う｡ 

 

② 内容 

市民とともに未来を創造するためには、くすり関連施設に興味をもってもらえるよう

に、広く市民の参画を促す必要がある。そのためにもイベントなどの催事事業やくすりに

関連する事業、周辺近隣施設、くすり関連施設における他団体との連携強化のための催事

事業を行うこととする。 

   例)  

    ・定期的に実施するくすり関連イベント 

・季節に合わせて実施するまち歩き型イベント 

・くすりのデザインと連動したパッケージデザインコンペティション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 事業計画 
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（５）飲食・物販事業 

城址公園との一体性や中心市街地の回遊性向上などにつながるよう、周辺環境と調和し、本 

施設ならではのサービスと品質の確保に努め、飲食・物販事業を行う。 

具体的には、「薬都とやま」の記憶につながる品々の販売や、来館者にくつろぎの場と時間 

を提供するための飲食サービスを行うこととし、利用目的にかかわらず気軽にサービスを利用 

できるよう動線の工夫も行う。 

城址公園や周辺のレストラン・店舗と連携を図りながら、「富山やくぜん」認定店など既存 

のくすり関連施設とも協力し、メニュー開発やくすりを軸としたまち歩きのプログラムを開発 

して連携を深める。 

くすりの販売に関しては、本施設の必要な機能であり、薬都とやまをＰＲするうえで重要で 

あることから、販売手法や販売品等の検討を行う。 

なお、本事業の実施にあたっては事業採算性などの運営の諸条件の検討が必要である。 

 

① 飲食事業の内容（展開例） 

ア．公園付帯型飲食 

  立地条件を活かして、来館者や市街地を散策する 

人が気軽に利用できる動線とし、季節にあったメニ 

ューなどを提供できるよう工夫する。 

公園利用者の利用も期待できるようなテイクアウ 

トサービスを含めて検討する。 

 

イ．くすり関連施設独自型飲食 

「富山やくぜん」など、富山の食材を活かした 

メニュー、薬都とやまならではの独自なメニュー 

を検討する。 

 

ウ．公園内でのマルシェ型飲食販売 

    くすり関連施設周辺では昼食等をとれる飲食施設 

が限定されるため、「富山やくぜん」や「ます寿し」 

等のマルシェ型飲食販売について可能性を検討する。 

 

 

 
飲食イメージ 

Ⅱ 事業計画 
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② 物販事業の内容（展開例） 

ア．くすり関連施設独自型物販 

本施設の特色として、配置薬の申し込みの受付等 

も行えるようにするほか、医薬品、医薬部外品等の 

個人のニーズに合わせたくすりの対面販売や相談を 

行う。 

また、「薬都とやま」ならではの「富山のくすり」 

に関連した商品構成となるよう、物販事業を行う。 

 

イ．土産購買型サービス 

観光客（インバウンド客含む）などが購入したく 

なるような来館の記念となる富山ならではのお土産、 

くすり関連施設オリジナルの品を開発し、販売する。 

 

ウ．マルシェ型物販サービス 

  市街地にある公園の立地特性を活かしたマルシェ 

による物販事業の可能性について検討を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飲食・物販イメージ 

Ⅱ 事業計画 

 



 42 

   

 

（６）資料収集・活用事業 

歴史ある有形・無形の資料等が散逸するのを防ぐために、市内外のくすりに関わる資料の収 

集を行う。具体的には、他のくすり関連施設等とも連携し、収集すべき資料の検討・選定を定 

期的に行い、寄贈・寄託の受入や購入、保管に努め、資料の効果的な活用につなげる。 

本市の中心部は戦災などによってそもそも資料自体が少ないことから、災害などを潜り抜け 

現代に残った貴重な資料が、これ以上散逸していくことがないように、証言映像等も含め情報 

収集し、資料の把握・収集をしていくことが本施設の大きな役割と考える。 

次世代が「薬都とやま」に興味を持ち、調査・研究する際にも活用することができるよう､ 

市民共有の財産として収集･保存に取り組んでいく。 

 

① 収集の方法 

ア．資料の選定 

資料の散逸を防ぐために、専門的知見を有する機関や有識者などと連携を行い、くすり 

関連施設の事業に適した資料の収集・保存を行う必要がある。 

 

イ．資料の入手 

専門的知見を有する機関等と連携して選定された市内外の資料は、寄贈・寄託の受入を

行うほか､購入によって収集する。 

 

② 収集資料の活用と保存管理 

ア．資料の活用 

収集した資料は展示事業や催事事業など、様々な機会を捉えて広く来館者の利用に供す 

る。 

 

イ．資料の保存・管理 

貴重な資料の保存・管理にあたっては、薬都とやまの次世代につなげられるよう、他施

設とも連携し、資料の特性に応じて保管することとし、破損・汚損に十分配慮して、適正

な温湿度環境や災害・盗難防止仕様の整った収蔵場所での管理を行うものとする。 

 

ウ．資料の一元管理 

  薬都とやまのくすりに関する拠点施設として活用できるよう、収集された資料の情報管

理（データベース化）を行う。 

 

 

 

 

Ⅱ 事業計画 
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（７）情報発信事業 

「薬都とやま」の魅力を広く伝えるために「富山のくすり」ブランドを広く発信する。 

薬都とやまやくすりを軸としたさまざまなプログラムを展開することで、点在する他の関連 

施設との相乗効果や未来創造につながる効果を生みだすことができるよう、多様なメディアを 

用いて発信する。 

 

① 情報発信の内容 

ア．「富山のくすり」と「薬都とやま」 

３００年以上にわたり積み上げられた「薬都とやま」の歴史・文化などの情報をはじ 

め、「富山のくすり」のブランドと、「薬都とやま」を構成する施設や活動の内容など 

について、特徴を明確にし、くすりに馴染みのない市民等にもわかりやすく伝える。 

 

イ．催事・活動の最新情報 

本施設が行う催事等の情報をはじめ、くすりに関する情報、他のくすり関連施設や企 

業・事業者、大学、市民などが行う催事・活動に関わる情報などを幅広く伝える。 

 

② 情報発信の方法 

本施設内の展示等による情報発信のほか、以下の方法で口コミ等も活用し、情報発信 

を行うこととする。 

 

ア．インターネット（ＳＮＳ含む）による発信 

くすり関連施設のホームページやＳＮＳ（ソーシャルネットワークサイト）を開設・

運用する等、インターネット経由の方法で発信する。 

 

イ．印刷物による発信 

くすり関連施設オリジナルの印刷物や、テーマ設定に基づいて編集した書籍形式の印

刷物などを活用して発信する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 事業計画 
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（８）産官学民連携事業 

「薬都とやま」の未来創造を促進するために､薬都とやまを構成する産業界や大学・学校､市 

民個人・団体、行政などの多様な分野の協働に取り組む。 

市内にある富山大学薬学部・和漢医薬学総合研究所、県立富山北部高等学校くすり・バイオ

科などの教育研究機関、市内外の製薬企業等、多様な関連産業などと連携し、持続可能な 

富山の未来を創造するような活動につなげ、協働して育んでいく場づくりを行う。 

 

① 連携事業の内容 

産業界や大学・学校、市民個人・団体それぞれの活動を活性化するとともに、薬都とや 

まの価値創造につながる活動やイベントなどを行う。 

未来創造を行うためには、歴史・文化の学び、継承の必要があることから、産官学民が

連携して、情報を収集し人材の育成に取り組むこととする。 

薬業分野だけではなく、異業種の分野の専門家も交え、市民とともに薬都とやまの未来 

を語り合う場を設定し、新たなアイデアの発想等を生み出すきっかけとなる交流活動も検 

討する。 

例) 

・商品開発モニタリング、産業観光プログラム開発 

・学生や研究者による薬都観光開発ワークショップ 

・歴史・文化の継承カリキュラムの実施 

・売薬さんの記憶の収集、語り部となる人材の育成 

・産官学民連携における交流の場づくり 

・産官学民連携による食やくすりに関連する商品の開発 

・さまざまな分野の有識者をファシリテーターに迎えた展示や体験プログラムの企画 

 

②  連携の方法 

本事業の運営にあたっては、産官学民が参加できるしくみを導入し、産官学民がともに協 

働し行う活動はもとより、それぞれ個別に連携して行う活動についても活性化を図っていく｡ 

 

 

 

 

 

Ⅱ 事業計画 
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Ⅲ 施設計画 

 

１ 基本的考え方 

 

基本構想を踏まえて、くすり関連施設の基本理念や富山市の動向、立地等の条件より、施設の

目指す姿を定め、1）施設の位置づけ、2）周辺との関係、3）機能と空間の３つの観点から施設計

画の考え方を整理した。 

 

（１）施設の位置付け 

①  「富山のくすり」を日本中に広める施設 

「とやま＝くすり」を発信する拠点にふさわしい、富山らしさを取り入れたインパクト 

のある施設とする。市民がここに来たら「薬都とやま」、「富山のくすり」がわかると誇 

れる施設を目指す。 

 

② にぎわいの中心となる施設（インバウンド対応・情報の拠点） 

にぎわいの創出に寄与し、幅広く多様な利用者に対応できるようユニバーサルデザイ 

ンやバリアフリー等に配慮した様々な背景を持つ人が利用したいと思える施設を目指す。 

 

（２）周辺との関係 

① 松川及び城址公園と連続性を持った公園の顔（北西のエントランス）となる施設  

富山の豊かな水や自然の恵み、松川及び城址公園の豊かな自然を取り入れ、公園とくす 

り関連施設を一体的に感じられ、市民が誇れる建築デザイン空間を持つこととする。 

 

② 市内回遊の拠点となる施設 

周辺のくすり関係施設等との回遊性の向上や、交流が生みだされるような、開かれた空

間とする。 

 

③ 夜の名所となる施設（夜の散歩コースや憩いの場） 

夜間の来園者や夜間に街なかを散策する市民、観光客等が安心して憩える良質な夜間景 

観を形成する。夜間景観の形成にあたっては、景観資源と連動し、資源を活かす照明や、 

夜間の安全性の確保の点から通りの明るさを確保できるような照明を検討する。 
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（３）機能と空間 

 

① 市内回遊の拠点となる施設 

        気軽に立ち寄れるエントランスや待合スペース等の利用者の利便性向上につながる機能

を取り入れる。くすりに馴染みがない方でも自然に利用したくなるような、まち歩きに必要

となる案内情報提供の機能も有するものとする。 

また立地条件から、季節等により利用者の変化が想定されるが、周辺施設とも連携しなが

ら市内回遊の拠点施設としての役割を果たしていくこととする。 

 

② 県内の他のくすり関連施設のハブとなる施設 

他のくすり関連施設の情報や体験の一端を共有し､発信する機能を持つ施設とする｡ 

他施設見学の導入的な役割を機能として持つ施設とする。 

他のくすり関連施設の情報や体験の一端を共有し､発信する機能を持つ施設とする｡ 

他施設見学の導入的な役割を機能として持つ施設とする。 

 

③ まちとの繋がりを生み出す施設 

透過性の高い壁面により、建物内部から城址公園の四季折々の美しい自然を楽しむこと 

ができる空間とするとともに、公園からもくすり関連施設であると認識できるよう、展示 

や体験プログラムの様子がうかがえる、城址公園等の周辺環境との一体性や繋がりを感じ

られる施設とする。 

 

④ 災害に強い施設（災害時に頼れるくすり関連施設） 

災害等から貴重な資料を守り、後世に伝えるとともに、利用者の安全性にも十分配慮 

した施設とする。また、災害時にくすり関連施設として必要とされる機能を有する施設 

として、災害時にも、市民が薬に関する情報の提供や相談が受けられるような機能を備え

る施設とする。 

 

⑤ 環境未来都市、ＳＤＧｓ未来都市としてふさわしい施設 

本市が取り組む環境未来都市計画、ＳＤＧｓ未来都市計画に沿って、環境に配慮した､ 

例えば環境負荷の少ないライフサイクルコストについて配慮した施設とする。  

また、さまざまな利用者がくすり、薬都とやまという側面を通して持続可能なまちづ 

くりとは何かを考えられるような施設とする。 

 

 

 

 

Ⅲ 施設計画 

 

エントランスイメージ 
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２ 整備予定地の条件等 

 

（１）整備予定地と土地利用の制限 

本施設は「商業地域」に位置し､｢公園用地｣に隣接する位置に建設が予定されている。また、 

公園全体としては「富山市風致地区内における建築等の規制に関する条例」における「富山城 

址風致地区」内に位置するため、『高さ 12ｍ以下』としている。 

また予定敷地は、埋蔵文化財包蔵地「富山城址」に位置するため、図書館旧本館建設時に発 

掘調査されていない場所については、改めて調査が必要となる。 

なお、埋蔵文化財調査を行う場合、調査費用を負担することに加え、調査に複数年有するこ 

とで、工期に大幅な遅れを生じる可能性があること、公園整備との関連や調整も想定されるこ 

とから、原則として、基礎杭の位置及び地下空間の利用は調査済みの場所を活用し、新たな調 

査は極力行わず整備できるよう検討するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 商業地域 
 
（約 0.17ha） 

公園用地 
 

（約 7ha） 

建築面積の
割合 

敷地面積の
40％ 
 

※公園内に整備する場合は、富山市都
市公園条例と都市公園法施行令により
建蔽率が定められている。 
（富山市都市公園条例「100 分の 4」
＋都市公園法施行令に記載のある「教
養施設」（100 分の 10）に該当） 
「教養施設」（100 分の 10）のうち、
公園内の教養施設として 3.36%（約 

 2350 ㎡）が既存施設である。このこと 
 から、本施設を教養施設として建設す 
る場合には計算上約 4600 ㎡程度の建築 
面積が限度と考えられる。 

 

高さ規制 高さ 12ｍ以下 
※富山市風致地区内における建築等の規制に関する条例にお
ける「富山城址風致地区」内に位置 

 

Ⅲ 施設計画 
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❸ 東側：公園と接する面（現況） 

 

 

 

（２）城址公園整備との連携 

本施設は「公園用地」に隣接する位置に建設が予定されていることから、城址公園の整備と 

の連携を図る必要がある。さらに公園の北西部の入口に位置することから、設計時には公園と 

の一体感にも留意し、効果的に公園の景観を活用する必要がある。 

 

（３）くすり関連施設からの景観 

本施設は都心景観を形成する地区に位置しており、景観形成重点地区である大手モール等に 

も近い。また富山駅から走るＬＲＴの車窓から立山連峰を背景に松川とくすり関連施設を繋ぐ 

風景が広がる。これら周辺との調和が図られるよう景観に配慮する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①〈西側：すずかけ通りと接する面〉 

富山駅から走る

ＬＲＴや松川とそ

の周辺の街並みが

眺められる。 

 

 

②〈北側：松川と接する面〉 

神通川へ流れる

松川の形状や水の

流れが見える親水

空間である。 

③〈東側：公園と

接する面〉 

立山連峰を背景

に富山城と松川を

繋ぐ空間としてゆ

とりや潤いが感じ

られる空間であ

る。 

④〈南側：公園と接する面（富山城址側）〉 

土塁等の公園に

眠る歴史性を感じ

られる空間であ

る。 

Ⅲ 施設計画 

 

❶ 

❹ 

❷ 

❸ 

城址公園（松川周辺エリア）整備基本計画（H30）から抜粋 

❹ 南側：公園と接する面（富山城跡側）（現況） 

❷ 北側：松川と接する面（現況） ❶ 西側：すずかけ通りと接する面（現況） 
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３ 施設が有する機能 

 

本施設の整備にあたっては、「富山のくすりの歴史と文化、精神を継承し、薬都の未来を市民

とともに創造する」という基本理念の実現を目指すこととしている。また、くすりに関する拠点

施設として施設計画の基本的考え方で整理した『「とやま＝くすり」を発信する拠点にふさわし

い富山らしさを取り入れたインパクトのある施設』、『市民がここに来たら「薬都とやま」、

「富山のくすり」がわかると誇れる施設』、『にぎわいの創出に寄与し、多様な利用者に対応で

きるユニバーサルデザインを基本とし、様々な背景を持つ人が利用したいと思える施設』として

いく必要がある。 

このことから、本施設では、基本構想で定めた３つの主要な機能「展示・体験機能」「交流・

サービス機能」、「未来創造機能」のほか、バックヤードとして管理運営の観点から必要とな 

る２つの機能「管理機能」、「収蔵機能」を加えた５つの機能を有するものとする。このほか、

屋外スペース、地下室、屋上などのスペースも施設の各機能に組み込むことを想定する。 

 

（１）主要機能 

計画で定める主要機能は、基本構想で定め、事業計画とも連携する「展示・体験機能」 

「交流・サービス機能」「未来創造機能」とする。 

 

① 展示・体験機能 

薬都とやまの歴史を基盤に、これらの精神性やエピソードを「学び、感じて、身につけ 

る。そして未来を考えるきっかけとする」展示・体験､解説を行う機能を持つ施設とする。 

  

② 交流・サービス機能 

くすりを軸にしたまち歩きの情報提供によって、新たな視点と交流の創出を行うなど 

薬都案内サービス事業、催事事業、資料収集・活用事業、飲食・物販事業を展開する機能 

を持つ施設とする。 

 

③ 未来創造機能 

「薬都とやま」の過去から今を紐解き、未来を創造することを目的として、市民がどの 

ような未来をつくっていきたいかを共に考え、語り合う場を提供するなど、未来創造に 

関わり多目的な交流を促す事業を展開する機能を持つ施設とする。 

 

 

 

 

 

Ⅲ 施設計画 
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（２）維持管理機能 

主要機能のほか、施設を管理・運営していくために必要なバックヤード施設として、維持管 

理機能を設ける。維持管理機能の内容は、施設の管理運営に必要となる「管理機能」及び資料 

等の保存として必要となる「収蔵機能」とする。 

 

①  管理機能 

事務所、機械室、トイレ等の管理運営に必要となる諸室等とする。 

 

②  収蔵機能 

貴重な資料の保存管理に配慮し、適切な温湿度環境や災害・盗難防止仕様の整った諸室 

等とする。 

 

（３）機能とゾーン・諸室の想定規模 

（１）（２）で記載した機能とゾーン・諸室の関係を概要、想定規模の点から整理する。 

 

①  展示室（約 1,300～1,800 ㎡） 

        薬都を感じるゾーン､歴史を感じるゾーン､文化を感じるゾーン､くすりを感じるゾーン､ 

未来を感じるゾーンの５つのゾーンに分かれ、それぞれのテーマに沿った展示を行うスペ 

ース。 

 

②  飲食、物販スペース、休憩スペース（エントランスホールに含む）（約 200～400 ㎡） 

薬膳などの軽食を食べられるカフェスペース。 

くすりやオリジナルグッズが購入できる物販スペース。 

      施設や公園の利用者等が気軽に休息できるスペース。 

 

③  多目的スペース（約 200～400 ㎡） 

複数箇所に設けて、様々な活用ができるスペース。 

講演会、各種企画展示、各種イベント開催等を行うスペース（一部給排水設備を伴 

う）。 

 

④  事務室・会議室・トイレ（約 400～800 ㎡） 

事務員・スタッフが事務作業・打ち合わせ・待機できるスペース。 

トイレは公園利用者の利用も含めて想定する。 

 

 

Ⅲ 施設計画 
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⑤  荷解室、作業室、収蔵庫、倉庫（約 400～800 ㎡） 

屋外からの収蔵品の搬入、荷解き、資料の開梱、一次保管等を行うためのスペース。 

貴重な資料の保存・保管と他施設からの資料の借用等が想定されることから、収蔵庫を

設置する。倉庫は、台車や什器等の備品や、体験学習のための物品等厳重な管理を必要と

しないものを管理するスペースとする。 

 

⑥  その他機械室等（施設・設備の規模に合わせて設ける） 

施設の維持管理上（④、⑤を除く）必要となるスペース。（通信機器や空調・電気 

などの大型設備の監理など。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

諸室（展示ゾーン） 
機能 

①展示・体験 ②交流・ｻｰﾋﾞｽ ③未来創造 ④管理 ⑤収蔵 

主
要
機
能 

展
示
室 

（薬都を感じるｿﾞｰﾝ） ● ●    

（歴史を感じるｿﾞｰﾝ） ●     

（文化を感じるｿﾞｰﾝ） ●     

（くすりを感じるｿﾞｰﾝ） ● ●    

（未来を感じるｿﾞｰﾝ） ●  ●   

エントランスホール  ●    

飲食スペース  ●    

物販スペース  ●    

休憩スペース  ●    

多目的スペース A ● ● ●   

多目的スペース B ● ● ●   

維
持
管
理
機
能 

事務室・会議室    ●  

トイレ    ●  

荷解室     ● 

作業室     ● 

収蔵庫・倉庫     ● 

その他機械室等    ● ● 

表 機能と諸室（展示ゾーン）の関係 

Ⅲ 施設計画 
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（４）諸室構成と配置とイメージ 

１Ｆに展示スペースのほか、管理部門及び多目的スペース、飲食・物販等を配置する。 

２Ｆには、展示スペースのほか、多目的スペース、管理・収蔵スペースを配置する。 

なお、本頁のレイアウトはイメージとして記載するものであり、実際の設計時には、改めて計

画するものとする。 

① 建築面積 約 1,500 ㎡（想定 図書館旧本館跡地） 

② 延床面積 約 3,500 ㎡（想定） 

③ 階数等   ２階＋（地下） 

④ 出入口の位置等 出入口は、施設の北西及び北東に設け、公園との一体感を計画する。 

（松川側への開放も考慮）  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例  

 出入口 

 管理出入口 

 車両動線 

 公園への動線 

 視覚的連続性 

●駐・停車場 

 
 

・車イス用駐停車スペース 1 台 
・駐停車スペース 2 台（VIP 対応、タクシー駐車
等管理用） 

・車寄せ 1台 

 
【積算面積】 
・駐車台数 3台の場合：100 ㎡ 
・車寄せ 1台の場合：85 ㎡ 

Ⅲ 施設計画 

 

 

松川への眺望 
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４ 建築意匠の考え方 

 

本市におけるくすりの拠点施設として、ふさわしい施設となるよう、周囲の景観に配慮すると

ともに、城址公園内の環境や地形とも調和した建築意匠とする。また、富山駅から中心市街地へ

続く一連の空間に位置することから、まちなかの賑わい創出に寄与するようまちなかの景観とも

効果的な連携を保ち、本市の地域景観の資産となる施設を目指す。 

 

（１）建築意匠に求められる要素 

① 本市の中核的くすり関連施設としての品格と個性 

くすり関連施設としての機能性を持ち、歴史とインパクトを感じさせ、拠点施設にふさ

わしい品格を併せ持つ、個性的で新しい価値を創造する。 

  

② 城址公園など周辺環境との調和 

       城址公園、松川、立山連峰などまわりの風景を施設の中と外の双方で活かしながら、ま

ち並みと調和し、四季折々の豊かな表情を持った建築とする。 

 

③ 市の新しい施設景観の資産となりうる施設 

         西側、北側、東側など各所から景観が窺える立地条件を存分に生かして、本市の他に例

のない印象的な施設景観の資産として次世代に引き継げ、新たな魅力を提供できる意匠と

する。 

       素材も景観やデザインの一つとして配慮事項に含めるとともに、素材の選定にあたって

は環境や富山のブランドに配慮したものを積極的に採用する。 

   

（２）本市の公共施設として配慮すべき事項 

施設整備にあたっては、富山市景観まちづくり条例、屋外広告物条例など、次の項目にも配

慮するものとする。 

 

① 配置、景観 

・立山連峰の眺望及び水と緑が豊かな自然環境に調和 

・地域の固有の歴史、文化及び市民の暮らしぶりを反映 

・道路境界線から十分な距離をとるなどゆとりある空間を確保 

・夜間景観に配慮 

 

 

 

Ⅲ 施設計画 
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② 意匠・色彩 

・周辺の環境、区域との調和 

・蛍光塗料、点滅、回転広告の使用を極力避ける 

 

③ 外構・緑化 

・風致の維持に必要な植栽などの実施 

・広告物、掲出物件の設置場所への配慮 

  

Ⅲ 施設計画 
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Ⅳ 展示計画 

 

１ 基本的考え方 

 

展示・体験の計画は、本施設の基本理念「富山のくすりの歴史と文化、精神を継承し、薬都の未

来を市民とともに創造する」について、展示・体験の面からの具現化を図るものである。 

このことから薬都とやまがたどった過程を振り返り、今後を展望する「過去・現在・未来」とい

う時間軸を展示にも生かすことが求められるため、展示コンセプトを次のように設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

（１）展示手法と期待される効果 

本施設の展示の基盤であり特色となる過去・現在を表現する展示を、未来につなげる工夫を盛り

込むなど、各展示に関連性を持たせ、関心を高める手法を盛り込むことなどが期待される。利用者

の嗜好や興味・関心の対象が多岐にわたることへの配慮も必要であり、展示設計段階では、様々な

角度から幅広く展示手法を検討する。 

また、展示手法に関しては、最新であった技術が時代とともに陳腐化する可能性があるため、

技術に頼りすぎないストーリー性のある展示解説を基本とし、その展示解説に合った最良の手法

を導入する必要がある。 

過去・現在・未来の連関性をもたせるといった展示内容面での工夫と、利用者特性に配慮した

展示手法の検討などにより、身近なもの、わくわくするものとして、薬を捉えてもらえる展示を

目指す。体験を多く含む展示手法を採用することにより、くすり関連施設の利用者が「薬都とや

ま」への理解を深め、未来を考えることができるような展示とする。 

 

 

 

 

 

 

 

【展示コンセプト】 

「信用３本柱」を軸として、 

薬都とやまの過去・現在を知り、 

未来につなげる展示 
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（２）展示の種類 

展示の種類は、所有するコレクション等を展示する常設展示と、時限的に行う特別に企画され

た展示や体験を行う企画展示及び施設外で行う移動展示の３種類とし、詳細を次に示す。 
 

 

 

 

 

 

 

 

企画展示 

・富山のくすりを多様なテーマに基づいて伝えることを 

目的とした展示で、資料の種類や見せ方、体験の仕方も 

自由に展開できることを重視した展示を企画する。 

 

・くすり関連施設が主体となって企画・運営するものに 

加えて、外部機関等からの企画受入や共同企画などもあ 

り、テーマの内容に見合った資料や体験の幅に柔軟に応 

えられる場を確保する。 

 

常設展示 

・富山のくすりを特徴づける基礎を伝えることを目的とした展示で、 

資料などを最適な状態でいつでも見られることを重視した展示とする。 

 

・くすり関連施設が主体となって企画・運営し、 

貴重な資料や体験型展示をじっくり楽しめる場を 

確保する。 

 

・展示する資料は、くすり関連施設が収集・保存 

管理するもののほか、他の施設からの借用も活用 

する。 

 

Ⅳ 展示計画 

 

展示イメージ 

移動展示 

・くすり関連施設以外の場所でも展開できる、移動 

展示キット等を開発する。 

 

・他の関連施設・学校の他、学会やくすりに関する 

イベント、出前講座等で貸し出しができる移動展 

示キットとする。 

 展示イメージ 

展示イメージ 
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２ 展示構成 

 

「薬都とやま」の核である「信用３本柱」を過去のものと限定せず、現在も継承されるものと認

識し、誇りとして未来へ引き継ぐことを目的とした展示を構成する。 

展示の構成・内容の検討にあたっては、本施設の基本理念を実現するための４つの基本方針「シ

ティブランディング」、｢シビックプライド」、「賑わい・回遊性」、｢産官学民連携｣を意識して企画す

ることとする。 

展示にあたっては､利用される方が理解しやすいよう、富山の歴史と文化、くすりとの関わりを明

らかにし、また未来に向けて、世界に向けて発信できるよう、「ＫＵＳＵＲＩ」表記なども検討して

いく。 

主に過去の視点から捉えるものを「歴史を感じる」「文化を感じる」ゾーン、主に現在の視点から

捉えるものを「くすりを感じる」｢薬都を感じる」ゾーン、主に未来につながる視点から捉えるもの

を「未来を感じる」ゾーンと位置づける。５つのゾーンでは展示やさまざまな体験プログラムを通

して、「薬都とやま」の姿が、過去から現在を経由し、未来につながるように構成していく。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 展示計画 
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３ 展示イメージと手法 

  

ここでは各ゾーンで伝えたい内容とイメージとしての展示例を記載するが、最終的な展示内容に

ついては実際の設計時に改めて計画する。 

 

（１）薬都を感じるゾーン 

「薬都とやま」の今を実感してもらうゾーン 

本施設が薬都とやまの発信拠点として機能していくために、薬都とやまの概要を伝え、くすり 

に関係する施設・サービスなどの情報を集約・紹介するゾーンを設ける。 

このゾーンは、薬都とやまの今を伝える観点を中心に構成し、薬都を感じるまち歩きのオスス 

メコースの案内や、くすり関連施設のシンボル、富山の地域産業・経済とくすりの密接な関わり 

を示す展示などを置く。 

 

【展示例】 

例① 薬都とやまマップ 

       「薬都とやま」たる所以
ゆ え ん

をわかりやすく伝えることを目的として、日本各地や世界の

つながりにおける富山の位置や関係する情報、富山市内に多数存在する薬業ゆかりの施

設等を紹介する展示を行う。 

展示する内容は、薬都とやまの歴史・文化ゆかりの場所をはじめ、富山やくぜん提供 

店舗などの薬都巡りスポットを一望できるものとする。また手法面ではタッチパネルに 

よる地図上にある地点に触れるとその地点の詳細な解説を得ることができる展示とする。 

 

 

 

  

展示イメージ 

富山を中心においた 

テーブル型解説装置 

Ⅳ 展示計画 
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例② 信用３本柱（デジタルサイネージのシンボルタワー 

過去から現在、そして未来へと薬都とやまのこころを 

すべての利用者と共有することをねらい、シンボリック 

な表現で信用３本柱を展示する。 

反映する内容は、「商いの信用」「くすりの信用」 

「人の信用」の３つの信用を培った歴史的エピソードや 

関連する実物資料、エポックとなった事象などを取り上      

げる。 

施設全体から見ることができるよう縦に長い大型のデ 

ジタルサイネージなど映像で構成し、見る人それぞれ 

「信用３本柱」を受けとめ、印象に残る展示を目指す。 

 

  

例③  薬都コンシェルジュ 

多様な目的で訪れる利用者のニーズに応える 

      ことをねらい、必要とされる情報を求めに応じ 

      て提供する。 

          紹介・提供する内容は、薬都とやまを実感で 

きるまち歩きコースや関連する催事、街なかの 

情報、富山やくぜん店舗などとし、利用者の滞 

在可能時間や要望に応じた最適な「薬都とや 

ま」の楽しみ方、過ごし方を案内する。 

          印刷物の配布や、映像情報端末による案内など、 

利用者の利便性に合わせて対応できるようサービ 

ス手法を工夫する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

展示イメージ 

イメージ 

デジタルサイネージ（映像素材）で 

シンボルタワーを構成 

Ⅳ 展示計画 
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例④ 薬都を知る 

         主に薬都の現在を伝えるゾーンとして「薬都とやま」を多角的に理解できるよう、現

在の富山のまち並みの中にある薬業関連の企業、施設やその歴史的由来などを表す。 

取り上げる内容は、現在の富山や各企業のル-ツとなる近代売薬資本の関わりなどと 

する｡ 

展示手法としては、多岐に渡る情報を理解できるよう、一目で内容を把握でき、親近 

感も湧くまち並みのジオラマや、統計データを材料としてわかりやすくビジュアルデザ

イン化した写真・実物展示を取り入れ、効果的に表現する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

床の電飾でつなぐ 

展示イメージ 

売薬資本ゆかりの産業を 

わかりやすく立体表現 

ジオラマに触ると 

各企業のルーツがわかる 

富山市の町並み模型 

Ⅳ 展示計画 
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（２）歴史を感じるゾーン 

「薬都とやま」を歴史で振り返り、特徴を明らかにするゾーン 

薬都とやまの歴史を伝え「富山のくすり」に誇りをもってもらうこと、貴重な資料を散逸か

ら守り市民の財産として示すこと、さらには、富山売薬の価値を再認識・再評価してもらう一

環として、「薬都とやま」の歴史を振り返り、特徴を明らかにするゾーンを設定する。 

展示内容としては、大きな広い視点から、時間の流れに沿って富山のくすりの歴史全体を理

解できる展示エリアと、薬都とやまの歴史を深く理解する視点から、個々の歴史のトピックに

焦点をあて､利用者の興味がわく体験展示や実物展示を中心に展開した展示エリアの二つで構成

する。 

  

【展示例】 

例① くすりの富山通史 

薬都とやまというイメージは、江戸時代以降長い時間をかけて形作られてきた。富 

    山売薬の興り以降に焦点を充てつつ、古代から現代への時間の流れに沿い、画期的と 

なった事象をとりあげ、見る人に薬都とやまのあゆみとその隆盛が理解できるよう、 

歴史的エピソードを知ることができる展示とする。 

内容としては、薬都とやまのはじまり・源流から、江戸時代の藩をあげての取り組

み、明治時代に進められた産業資本の形成などの事象を扱い、特色を取り上げる。薬都

とやまのこころであり、大切にされてきた「信用３本柱」を本施設に訪れる人が理解

し、感じられるようエピソードをふんだんに盛り込み、連綿と続く薬都とやまの良さと

先進性、特徴を情報と資料の両面から実感できる展示とする。 

また、くすりの富山通史の反対面では、歴史的地理的な側面から薬都とやまを俯瞰

し、薬都とやまと日本各地との関わりを大きな日本地図を利用し紹介する。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 展示計画 

 

展示イメージ 

富山通史展示（表側） 

売薬さんと日本各地の関わり（裏側） 
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例② 富山売薬のエピソード 

  資料をふんだんに活用して、富山売薬の歴史やトピック等を体験し身近に感じてもらえ

るよう、エピソードの展示・体験を行う。 

本展示において採り上げる材料や資料としては、反魂丹役所や得意先の様子などの富 

山売薬の様子や状況がわかるものの再現や、預箱、柳行李、懸場帳などの行商用具、薬 

研、丸薬製造機、袋詰め用具などの製薬用具といった用具資料、画期的といえる出来 

事、ありし日の売薬さんの姿の体験などさまざまな題材が考えられる。 

これらの題材を、体験と効果的に組み合わせて、利用者が懐かしむものから新鮮に感じ

られるものまで、連綿と続く薬都とやまの特徴をゲーム形式なども取り入れながら、情報

と資料の両面から実感し、考えることのできる展示とする。 

 

  

展示イメージ 

売薬資料展示 

エピソード展示ブース 

懸場帳を参考にその家に 

合った預箱をつくるゲーム 

くすりのブロックを 

モニター面にセット 

ロールプレイング型検索映像で 

一人前の売薬さんを目指す 
反魂丹の原料の選定から 

丸薬の袋づめに至るまでを体験する 

Ⅳ 展示計画 
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（３）文化を感じるゾーン 

富山売薬が文化や芸術などにも反映、影響してきたことを表現するゾーン 

富山売薬が行商や製薬だけでなく、薬都とやまとして発展していく過程のなかで、文化や芸

術などにも反映、影響したことを、文化という側面から捉えるゾーンを設定する。 

   展示内容としては、富山売薬の隆盛とともに進物として発展した売薬版画、薬袋として使わ

れていた和紙、売薬版画や引き札などの広告にも関連して発展したデザイン、容器として活用

されていたガラスなど、今日の文化・芸術・工芸につながるものや、薬都とやまに関する文章

等で表現されたエッセイや小説などの文芸文化などの題材が考えられる。 

これらの題材について、展示内容を効果的に組み合わせ、制作等の体験も行いながら、資料

等の保存と活用の両面に配慮した展示とする。 

     

 

【展示例】 

例① 売薬版画コレクション・版画を読みとく 

         富山のくすりの特徴のひとつといえる文化・芸術の側面に光をあてるねらいから、売 

薬版画や関連する歴史資料などを紹介する。 

売薬版画については、得意先に携行するだけでなく解説も行ったとされることから、作 

品の鑑賞を楽しむことができる展示環境を整備するとともに、時代背景や歴史的価値の 

魅力も味わえるよう、当時の世相や芸術文化の流行なども伝える展示とする。また、誰も 

が親近感をもって楽しめる場とするため、多色刷りで描かれた版画のしくみを体験する 

展示も充実する。 

 

 

 

  

展示イメージ 

版画展示ケース 

暦 

風景 
人物 健康祈願など 

カテゴリ別にまとめて展示 
大型スタンプで 

多色刷りに挑戦 

Ⅳ 展示計画 

 



 64 

 

 

例② 進物と工芸文化を読み解く 

江戸時代から昭和にかけての富山の 

売薬行商の特徴に、お土産品等の進物 

文化があげられる。その内容を伝える 

ことをねらいとして、進物の品々のバ 

リエーションと薬業の文化的広がりを 

展示する。 

内容は、進物として提供された品々 

を数多く紹介するとともに、売薬業と 

関連したパッケージや進物制作の広が 

りが富山を取り巻くその後の時代に多 

様な工芸品（和紙・ガラス・デザイン 

など）に結実したことをとりあげ、薬 

業がもたらした文化的影響をクローズ 

アップする。 

 

例③ 富山のこころ 

        本市では、薬業振興と市民の誇りや意識の醸成を目的として、書籍「富山の置き薬」

の制作が進められている。この書籍では、富山の置き薬をテーマとして、著名人たちが

捉えた富山のくすりに関わるエッセイが掲載され、その生原稿が市に寄贈されており、

展示資料として活用が可能である。富山のこころの共有化を図ることを目的として、著

名人たちの心のなかに刻まれた富山のくすりのエピソードを基点に、富山のまちの風景

や暮らしとともに生原稿などの関連資料を展示紹介する。そのほかにも、薬都とやまに

まつわるさまざまな文芸作品の活用を通した展示を検討する。 

展示手法については、魅力が効果的に伝わるよう

に、作者のこころを優先しつつ、展示表現の工夫を

行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

展示イメージ 

展示イメージ 

進物のはじまり 

版画の広がり 

さまざまな進物 

紙風船も 

作ってみる 

著名人の代表的な 

ことばのオブジェ 

著名人エッセイを 

壁面で展示 

Ⅳ 展示計画 
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生薬に触りながら体験する 

 

 

（４）くすりを感じるゾーン 

富山のくすりを身近な視点で感じとってもらう 

ゾーン 

薬都とやまの魅力を発信するとともに、 

くすり関連施設として、くすりそのもの 

の多面的な特徴を理解し、関心をもって 

もらうため、くすりの価値を身近に感じ 

てもらう展示・体験のゾーンを設定する。   

展示・体験の内容としては、くすりを理解し、関心をもってもらう観点から、 

富山の特徴である和漢薬の原料に多く使われる生薬を学びながら楽しめる体感 

展示や、人々の健康を保つくすりの基本的特徴を紐解く展示、製薬企業・製薬 

関連企業を理解し、関心を持ってもらう観点から、商品として製造・流通に注 

目した展示、くすりのパッケージデザインに焦点を当てた展示など誰もが身近 

に薬を把握できる工夫を行い、薬に対してより多くの人々が関心を抱く場とする。 

このゾーンでは、拡大された薬箱を模したブースを配置するなどさまざまな手 

法を活用して、くすりを五感で感じる空間を構成し、利用者の興味を喚起するも 

のとする。 

 

【展示例】 

例① 生薬の世界 

富山のくすりを特徴づけてきたといえる 

和漢薬の原料としても使われる生薬をとりあ 

げ、その特徴を紐解く展示。内容としては、 

生薬の素材そのものに注目し、素材となる 

動植物を紹介することで、自然界の多様な恵 

みを巧みに取り入れ、生薬がつくりだされて 

きたことを、わかりやすく伝えるしくみを検 

討する。 

手法としては、生薬の森といった特色ある 

展示空間として、利用者自らが展示空間を散策し、学び遊びながら体験 

できる展示とする。また、展示にあたっては、場合により場所を工夫し 

たり、実物をモデル展示とする等、安全やアレルギー対策にも配慮して 

構成する。 

展示イメージ 

小人になって 

薬の世界をみてみよう 

自然環境を模した空間で 

生薬の展示を行う 

展示イメージ 

Ⅳ 展示計画 
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例② くすりの製法（ＶＲ等での工場見学） 

くすりに対する理解や興味を深めることをねらい、 

薬そのものからは見ることができない、薬の製法プロ 

セスを紹介する。 

産業観光が盛んとなるなか、製薬工場の見学は生命 

機序に直接作用することから高度な衛生管理や機密管 

理が必要となり、年々困難となっている。このことか 

ら工場見学をデジタル等の手法を活用し、本施設で疑 

似的にできるようにする。また、医薬品産業に興味を 

感じてもらうため、研究者や開発者になったつもりで 

くすりの内部構造を学んだり分析したりする体験をで 

きるようなしくみが考えられる。 

見学・体験手法としては、見えにくいものを見せる内容面の特色を活かし、くすり 

の内部構造を知るミクロの視点と、工場での製造工程を知るマクロの視点の両面から富

山のくすりができるまでのプロセスを紹介する。本市、本県には多くの製薬工場や研究

所が立地することから、より多くの企業の協力を得て、さまざまな見学ができるように

努めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

薬を拡大し成分を知る      分子レベルで薬を分析 

展示イメージ 

VR で工場見学（360 度 VR 映像） 

Ⅳ 展示計画 
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例③ くすりのパッケージデザイン 

           富山の薬の楽しみや特色のひとつに、多くの人々が目にする機会の多いパッケージ 

デザインの多様性と面白さがあげられる。こうした特色を通じて薬への親近感や好奇心 

を抱いてもらうことを狙い、くすりのパッケージデザインの展示・体験をとりあげる。 

展示・体験では、さまざまな種類があるパッケージデザインの多様性と、描かれる絵 

の工夫やネーミングの由来、おもしろさなどをとりあげる。手法としては、取り上げる 

内容がデザインであることを活かし、展示空間の壁面全体でパッケージデザインを表現 

し、利用者の興味を促す。 

 

 

 

 

 

 

  

展示イメージ 

くすりパッケージ 

の集合展示 

パッケージに 

なってみよう 

Ⅳ 展示計画 
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例④ くすりの効能 

       薬の基本ともいえる効き目の観点からくすりに興味をもってもらうため、くすりが効 

いていくしくみ等を紹介する。セルフメディケーションの学びの場としても利用しても 

らえることを目指す。 

伝えていく内容としては、富山で作られているくすりなどを題材に、富山の製薬企業 

の得意分野である製剤における剤形などの工夫の紹介や、くすりの体内吸収と効能など 

をとりあげる。手法面でも、興味をもってもらいやすいよう利用者自身の体を模型化し､ 

自分の体の部位と薬の作用を「見える化」する工夫を行う。 

   

 

  

見学者が映像化され、くすりの効能を紹介 見学者を撮影 

解説映像 

Ⅳ 展示計画 

 

展示イメージ 
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（５）未来を感じるゾーン 

「薬都とやま」の未来を共に創りあげていくゾーン 

本施設が薬都とやまの拠点として機能していく一環として、利用者それぞれが自由にくすり

の価値や薬都とやまを捉えることができ、学び、考え、未来を予感し期待を膨らませるゾーン

を設定する。 

未来に通じる展示群として構成することとし、富山の未来の創造につながるような学びの場

を設けるとともに、時事的なニュース記事や情報等を紹介する。また、未来創造のヒントとな

る情報に接することができ、人との出会いが生まれやすい空間など、さまざまな世代・背景の

市民の参加が図られるようにする。 

 

【展示例】 

例① コドモくすりスペース 

      次世代を担う子どもたちを主な対象に、薬都とや  

      まの未来を共に創造するきっかけづくりをねらい、 

   未来の生活を思い描くなかに薬を捉え、楽しみなが  

ら未来の薬を想像する展示を計画する。 

子どもたちに広く興味をもってもらい、薬のあり 

方に関心を広げてもらうため、親近感とともに多面 

的に薬を捉える事ができるよう、くすりを国語・算 

数・理科・社会といったさまざまな視点から学ぶこ 

とのできるプログラムを提供し、多様な見方でくすり 

に対する興味・関心を喚起する気軽な発見・学習空間 

を想定する。 

子どもたちの参加に限らず、家族や幅広い世代が学び 

関心をもつきっかけづくりとなるような場の形成を図る 

ことも検討する。 

    

展示イメージ 

ゲノムやバイオ等の体験 

くすりの基礎や未病等をいろいろな角度から遊びながら学べるスペース 

展示イメージ 

Ⅳ 展示計画 
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例② くすりニュース 

       薬の未来を描くうえでは、薬を取り巻く最 

新動向を知り、課題や可能性を知ることが欠 

かせない。薬の未来を描くうえで参考となる 

医療や薬事に関するさまざまなニュースを紹 

介する。 

さらに、利用者に未来のくすりに関する、 

例えば「不死の薬が完成した時にあなたは使 

用しますか」といった問いかけを行い、自由 

に回答を残してもらい、富山のくすりの未来 

創造に参加する展示を検討する。 

 

例③ ＡＩ（エーアイ）ライブラリー 

本施設において、学習プログラムや交流の 

機会を通じて芽生えた個々人の学びを支える 

ことをねらいとして、書籍や映像などの多様 

な学習ツールを提供する。 

近年の学習環境の計画では、円滑な学習支 

援や学習意欲の発展を引き出すことを目的と 

した検索技術の進展が期待されており、最新 

のＡＩ機能を活用したくすりに関する情報な 

どを閲覧できる場を想定する。 

 

 

例④ 交流スペース 

実業の現場の活発な交流を促進する狙いか 

ら、富山の製薬企業をはじめとする産業界や 

大学研究者などが抱いている将来ビジョンや 

課題を共有でき、立場や業種、専門性の垣根 

を越えて、薬に関する人びとの交流を生みだ 

す場とする。高校や市民グループを含めた活 

動成果の発表や交流の場としても機能するこ 

とを想定する。 

 

 

 

展示イメージ 

大型映像装置 

利用者が自由に回答を残す 

AI 機能で情報を検索 

大型デジタルサイネージ 

展示イメージ 

Ⅳ 展示計画 

 

展示イメージ 
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Ⅴ 管理運営計画 

 

１ 基本的考え方 

 

市民や利用者のニーズを充足させるとともに、費用と人材を安定的に確保できる管理運営手法

を採択していく。 

具体的な取り組みにあたっては、産業界や大学・学校、市民個人・団体とのネットワークを構

築し、連携・協力することで、より充実した運営を推進する。また基本構想で整理を行った３つ

の方針に基づき、市民や利用者がくすり関連施設を誇りに思うことができるような管理運営の取

り組みを検討する。 

 

２ 管理運営の取り組み 

 

（１）基本的考え方 

３つの方針に沿って、くすり関連施設の機能を十分に果たすため、管理運営のための取り組み

を行うにあたって、次のように管理運営に努めるものとする。 
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（２）具体的取り組み 

 

① 市民の参画を促し、市民とともに創造する管理運営 

ア．市民と協働するしくみづくり 

本施設を取り巻く多様な人々との協働関係が、健全な事業運営には欠かせないという認 

   識を持ち、薬業関係機関から一般市民まで幅広く事業への参画と理解を促すしくみを構築 

する。 

また、市内外に存在し、散逸が懸念されているくすりに関する資料を市民と協力して調 

査・研究し、収集保管した資料は公共の財産として活用し、施設の管理運営に活かして 

いく。 

 

イ．利用者サービスの向上の取り組み 

  常に利用者への配慮やニーズの把握を行い、事業の実施にあたっては、柔軟性があり、

効率的で質の高いサービスを提供できる体制を構築する。 

また、多様な人々の利用につながるよう、障害の有無や使用言語に制約されることなく

誰もが利用できる管理運営を行う。さらに、城址公園や中心市街地を訪れる方が気軽に利

用できるよう、まち歩きの活性化、中心市街地の回遊性の向上に向けた取り組みを行う。 

 

ウ．広報の充実 

   本施設の使い方や楽しみ方、多彩な事業内容が広く市民や利用者に伝わるよう、広報媒

体を効果的に活用し、ＰＲする。学校や企業、機関・団体などが利用することができるよ

う、関係機関と連携し、さまざまな機会を捉えて紹介やＰＲを行う。 

 

エ．人材育成 

本施設の調査・研究・資料整理、館内外のガイドを行う人材の育成にあたっては、くす

りの語り部育成事業等と連携し、計画的な育成、教育に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 管理運営計画 
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② 連携強化のための体制づくり 

ア．多様な主体との連携 

   くすり関連施設が多様な主体とともに、事業や企画、展示、体験に取り組むことで、活

動の質や量を高めていく。連携の主体となることが想定されるのは、教育・研究機関、他

のくすり関連施設、企業・団体等である。また異業種分野との交流により、新たな気づき

を生み出し、イノベーションが生まれる環境をつくる。 

 

イ．専門家や地域等との連携 

 市内には、富山大学薬学部・和漢医薬学総合研究所、県立富山北部高等学校くすり・ 

バイオ科などの教育機関、５０を超える製薬企業、豊かな関連産業が存在している。 

 また、既存のくすり関連施設には、くすりの歴史や文書の資料を研究する専門家もお

り、長い歴史に支えられた富山売薬の蓄積がある。これらの専門家や関係者そして富山の

くすりに所縁のある人材等と効果的に連携をとり、協力して活動を展開することで、施設

の活性化を図っていく。 

 

ウ．連携体制の構築 

 多様な主体との連携、専門家や地域等との連携を効果的に図るため、連携体制の構築を

行い、くすり関連施設が本市のくすりに関する拠点施設として、機能を果たすことができ

るよう努めていく。 

 

 

 

  

連携イメージ 

Ⅴ 管理運営計画 
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③ 未来創造事業を実現する管理運営 

ア．専門家の効果的な活用 

 未来創造事業の実施にあたっては､新たなアイデアの創生やイノベーションにつながる

よう、薬業や薬学をはじめとする各専門家の知見や製薬企業の経験を効果的に活用する必

要がある。企画・計画段階から専門家の関与、協力を得ることで、魅力ある施設づくり・

管理運営に努める。 

 

イ．産官学民の特色を活かした運営 

 富山が有するくすりに関する豊富な産官学民の特色を活かして、未来創造の実現につなが

る事業の実施に努める。５年、１０年、さらに未来を見据えた事業ができるよう、産官学民

の特色が活かせるような管理運営方式を取り入れる。オープンイノベーション※ や産官学民

の交流が新たな未来創造につながることが想定されることから、サテライトセンターの設置

等も検討し、未来創造を促し、環境づくりができる管理運営を行う。 

 

ウ．情報収集・提供・発信 

 くすりの拠点施設として、未来創造につながる情報を広く集めるとともに、くすり関連

施設に蓄積されたくすりに関する資料や情報を、さまざまな手法で積極的に提供・発信に

努める。情報の収集・提供・発信を円滑に行えるよう、費用対効果も加味したうえで、必

要な情報システムの構築を検討する。 

 

※オープンイノベーション・・・企業が技術の価値を高めようとする際、内部のアイデアとともに外部のアイデアを

用い、市場化の経路としても内部の経路と外部の経路を活用することができるし、また、そうすべきであると考える

パラダイム（出典：HENRY CHESBROUGH,“OPEN INNOVATION:THE NEW IMPERATIVE FOR CREATING FROM TECHNOLOGY” 

Harvard Business School Press 2003年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 管理運営計画 
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３ 管理運営手法 

 

（１）基本的考え方 

くすり関連施設においては、「富山市公共施設等総合管理計画」に基づき、事業理念の実現

にむけた最適な管理運営の手法を採用する。公の施設・組織の管理運営の手法には、さまざま

なものがあり､それぞれの特性を踏まえた手法を検討する。管理運営手法の決定はＰＰＰ※の導

入可能性調査を踏まえたうえで行うものとする。 

 

※ＰＰＰ（Public Private Partnership:パブリック・プライベート・パートナーシップ：公民連携）・・・ 

公民が連携して公共サービスの提供を行う手法の総称であり、ＰＦＩ、指定管理者制度、市場化テスト、公設民営方

式、さらに包括的民間委託、自治体業務のアウトソーシング等も含まれる。（出典：富山市公共施設等総合管理計画） 

  

Ⅴ 管理運営計画 
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（２）開館形態と利用料金 

開館日時や利用料金は、市民や観光客のニーズ・動向に対応するとともに、運営の持続可能

性を保つ観点から幅広く可能性を検討する。 

 

① 開館形態 

   休館日や開館時間は、市民や観光客の利便性を考慮し、弾力的な設定を検討する。 

 

② 利用料金 

   利用料金は、受益者負担の考え方や、入館者数確保の考え方などを総合的に検討し設定

する。 

 

③ 留意点 

   市内の回遊性を高め、他施設との連携等を考慮した利用者の利便性と、事業採算などの

持続性の両面に留意して検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 管理運営計画 
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Ⅵ 今後の事業展開について 

 

１ 基本的考え方 

 

基本構想及び基本計画を受けて、くすり関連施設が本市のくすりに関する拠点施設として開館・

運営できるよう、くすり関連施設の周知､情報収集等の必要な準備を行いながら､産官学民連携のも

と、着実に準備を進めるものとする。 

 

（１）スケジュール 

本基本計画の策定以降、ＰＰＰ導入可能性調査を行い、運営手法を検討するほか、くすり関

連施設の周知、情報収集等の必要な準備を行いながら、着実に準備を進めるものとする。 

 

（２）開館までの取り組み 

くすり関連施設の開館に向けた取り組みとして、「薬都とやま」のブランドイメージを市内

外へ広く普及していく必要がある。そのためにもＰＲ・普及やソフト面での充実を図る必要が

あるため、開館に向けて、次の３つの面から取り組みを行う。 

 

① ＰＲ・普及等（くすり関連施設の周知等） 

② ソフト面での準備・充実等（資料の収集等） 

③ ハード（施設）面での準備・充実等（城址公園整備との調整・連携等）  
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２ 開館に向けた取り組み 

  

くすり関連施設の開館に向けた、３つの取り組みの具体的な内容については、次のとおりであ

る。 

 

（１）ＰＲ・普及等 

本市におけるくすり関連の拠点施設として整備・運営していくためには、｢富山売薬」からは

じまり「薬都とやま」へとつなげてきた歴史と同様に､継続した地道な取り組みが必要となる。 

本施設を魅力ある施設としていくためにも、施設のＰＲや普及にあたっては、開館前からの

取り組みは重要である。くすり関連施設の開館に向けては、より多くの市民に整備事業につい

て知ってもらい、ともにくすり関連施設をつくる取り組みを展開していくことや３００年以上

の歴史を有する「薬都とやま」の誇りを醸成することが今後重要である。そこで次の三つの方

策によって、市民への理解促進を進めるものとする。 

 

① くすり関連施設開設のＰＲ・周知 

本市の基盤産業であるくすりを市内外に広く周知するため、ＰＲの機会を増やし、くす

り関連施設への期待感を高める。各種イベント等を通じた富山のくすりのＰＲ事業や、イ

ンターネット等を通じた富山のくすりのＰＲ事業を行う。 

 

② セミナーやワークショップによる市民への理解促進 

セミナーやワークショップ等を通じ、薬都とやまについて市民の理解促進を図るほか、 

ホームページ等を通じたＰＲを行い、市民に富山のくすりを身近に感じてもらえるような 

知識普及に取り組む。 

 

③ 名称・ＶＩ※ 等の検討 

施設の名称やＶＩの名称も検討しながら、施設が担う使命やイメージ、目指す方向性を､ 

市民とともに共有していく。 

 

※ＶＩ・・・施設のイメージや伝えたいことを言葉だけでなく、アイコン（記号）として組織の内外に共有化 

されるもの。（ex.ロゴやシンボルマーク）または、それらを活用する際の約束事・ルールを含む。（ex.ブラン

ドガイドライン） 

  

Ⅵ 今後の事業展開について 
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（２）ソフト面での準備・充実等 

「薬都とやま」としてのブランドイメージを形成するためには、資料の収集や魅力ある展示 

づくり、学校へのアウトリーチといった教育プログラムの充実や人材育成、関連する団体、大 

学との連携を積極的に行う必要がある。 

 

① 資料の収集 

くすりに関する拠点施設の役割として、資料の収集・保存や寄贈・受託の受入れがある。 

一般向けに公開する資料、研究者や産業用で公開できる専門的な資料等、仕分けをしなが 

ら、貴重な資料を散逸させない方法を検討していく。 

・各種情報に基づく市内外の資料の収集と調査 

・他のくすり関連施設との連携による資料調査 

 

② 特色・魅力ある展示づくり 

くすりの魅力や面白さを伝え、くすり関連施設のリピーターやファンを増やすための具体 

的な展示内容やプログラムを検討する。 

またくすりへの関心をひろげていくために、くすりに関するＤＶＤやパネルなどにより、 

施設以外の場所においても展示できるようにプログラムを検討する。 

・先進事例や類似事例を参考とした具体的な展示手法の検討 

・更新やインタラクティブ※ 性を高める展示プログラムの検討 

    ・本施設以外の場所でも展開できる、移動展示キットの開発 

 

③ ガイド等の人材育成 

富山のくすりについて広く語ることのできるガイド人材として売薬従事者（売薬さん）の 

経験者などの人材を確保し、ガイドとしての育成に取り組む。 

・「語り部事業」に基づくガイド等人材の育成 

 
※インタラクティブ・・・「対話」または「双方向」といった意味で、ユーザーがパソコンなどの画面を見なが

ら、対話をするような形式で操作する形態を指す。 

 

  

Ⅵ 今後の事業展開について 
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④ 関連団体との連携・調整 

くすりの拠点施設としての役割を担うために、薬業関連団体や他の施設のほか、くすり

に関する知識や理解を有する人材との連携・調整を積極的に行う。 

・市内の学校及び教育委員会等との連携・協力に関する検討 

・薬都に関わるさまざまな団体・企業等との連携・協力に関する検討 

 

（３）ハード（施設）面での準備・充実等 

本施設が、城址公園をはじめとする周辺環境と調和するよう、各種条件を整理し、関係機関と

調整を図りながら準備を進める。 

 

① 城址公園整備との調整・連携 

本施設が担う機能と城址公園の機能が十分連携できるよう、整備にあたっては、スペー

スなどの確保や求められる機能についての動線などを検討していく。 

・くすり関連施設の利用者動線、視線から見た城址公園整備への要望 

・城址公園整備計画との調整、連携 

 

② 各種条件の検討・調整 

まちなかのシンボリックな拠点施設として、上位・関連計画や周辺景観との調整を継続

し必要な条件を検討する。 

・上位計画や関連計画との調整 

・景観などの調整 

・建築条件との調整 

・図書館旧本館解体工事の経過の確認 

 

  

Ⅵ 今後の事業展開について 
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３ くすり関連施設の今後の検討課題 

  

くすり関連施設の開館に向けて、策定委員会や各種調査などで検討が必要とされた事項のう

ち、ＰＰＰ導入可能性調査を踏まえて検討が必要となることや、設計・施工時までに検討する

べきこと、開館までに検討すること等、本計画策定時には課題として残る項目について、整理

して次に示す。 

 

（１）ＰＰＰ導入可能性調査を踏まえ、管理運営主体を募集するまでに検討する

課題等                                

 

① 施設計画に関すること（意匠・建築デザイン計画、施設規模、施設利用計画、諸室 

構成（屋上・地下含む）など） 

② 展示計画に関すること（展示内容など） 

③ 管理運営に関すること（運営方式、スキーム、資金計画、来館目標の設定、組織案､ 

収益機能、入館料、開館時間など） 

④ その他（スケジュール計画など） 

 

（２）設計・施工時までに検討する課題 

 

① 事業計画に関すること（マルシェ型サービス、飲食機能、資料保全・活用計画など） 

② 施設計画に関すること（外観イメージ、施設利用計画、機械室、諸室構成、災害対応 

など） 

③  展示計画に関すること（サブタイトル、ＫＵＳＵＲＩ・信用３本柱の表現手法、展示 

手法、コンテンツの研究、データベースのシステム構築、多言語化対応（ハード）、資 

料保存基準、先進技術の導入手法、多様な世代への対応策など） 

④ 管理運営計画に関すること（組織計画、人材育成計画など） 

⑤ その他（公園整備との調整など） 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ 今後の事業展開について 
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（３）開館までに検討する課題 

 

① 事業計画に関すること（他のくすり関連施設との役割分担の整理） 

② 展示計画に関すること（資料調査、知的財産の取り扱い基準、コンテンツの研究、 

データベースの作成、多言語化対応（ソフト）、資料活用計画など） 

③ 管理運営計画に関すること（組織計画、研修プログラム、市民参加のしくみづくり 

など） 

④ その他（開館イベント、開館までのスケジュールなど） 

 

（４）その他の課題 

 

その他（検討組織の設置、広報計画（ＶＩ含む）など） 
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資料編 
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Ⅰ くすり関連施設基本構想等策定委員会 

 

１ 策定経過 

 

期 日 等 内 容 

平成３０年 

  ８月 １日（水） 

 

くすり関連施設基本構想等策定委員会設置 

  ８月２７日（月） 第 1回くすり関連施設基本構想等策定委員会 

１ 委員紹介 

２ 事業の背景、経過、目的と本委員会の位置づけについて 

３ 委員長、職務代理者の選任 

４ 議 事 

（１）平成 30 年度スケジュールについて 

（２）くすり関連施設基本構想（素案）について 

   基本的な考え方、くすり関連施設に求められる機能について 

  ８月２７日（月） 

～ １月１８日（金） 

関係者インタビュー等の実施 

 ・関係者インタビュー 薬業関係者４人、学識者４人 

 ・ワークショップ 市内在住 20 代から 40 代 １２人 

 ・配置従事者インタビュー 配置従事者１５人 

 ・カフェの社会実験者 １者 

１１月１３日（火） 第 2回くすり関連施設基本構想等策定委員会 

１ 報 告 ヒアリング等調査報告等 

２ 議 事 

（１）くすり関連施設基本構想（案）について 

（２）くすり関連施設基本計画（素案）について 

   基本計画、事業計画、施設計画、展示計画、 

管理運営計画・今後の事業展開について 

１２月 ７日（金） 

～２７日（木） 

パブリックコメントの実施 

（意見 １人 1 件） 

平成３１年 

 １月１８日（金） 

第 3回くすり関連施設基本構想等策定委員会 

１ 報 告 調査報告、パブリックコメント結果報告 

２ 議 事 

（１）くすり関連施設基本構想（案）について 

（２）くすり関連施設基本計画（案）について 

 

資料編 
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２ 設置要綱 

 

（設置） 

第１条 本市が「くすり関連施設」を富山市旧図書館本館跡地に整備するにあたり、薬をテーマと

した富山を象徴する魅力ある施設とするため、有識者等の意見を聴取し、よりよい基本構想及び

基本計画を策定できるよう、くすり関連施設基本構想等策定委員会（以下「委員会」という。）

を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項について所掌する。 

（１）くすり関連施設の基本構想に関すること。 

（２）くすり関連施設の基本計画に関すること。 

（３）その他第１条の目的を達するために必要なこと。 

（組織） 

第３条 委員会は、次に掲げる者で組織する。 

（１）学識経験を有する者 

（２）薬業、商工関係団体の役職者 

（３）その他、市長が必要と認める者 

２ 委員会に委員長を置き、委員の互選によってこれを定める。 

３ 委員長に事故があるとき、又は欠けたときは、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を

代理する。 

（会議） 

第４条 委員長を、委員会の議長とする。 

２ 委員会は、その所掌事務について、必要があると認めるときは、関係者の出席を求め、その説

明又は意見を聴くことができる。 

（庶務） 

第５条 委員会に関する庶務は、商工労働部薬業物産課において処理する。 

（雑則） 

第６条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員会に諮って定め

る。 

 

附 則 

１ この要綱は、平成３０年８月１日から施行する。 

Ⅰ くすり関連施設基本構想等策定委員会  
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３ 策定委員会名簿 

敬称略 

 区分 氏名 役職等 

委員長 薬 学 酒井 秀紀 富山大学 薬学部長 

職務 

代理者 

景観・造形 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ 
久保田 善明 

富山大学 都市デザイン学部  

都市・交通デザイン学科 学科長 教授 

（城址公園（松川周辺エリア）整備基本計   

 画検討委員会委員） 

委員 博物館 藤田 公仁子 
富山大学 地域連携推進機構 

生涯学習部門 副部門長 教授 

委員 まちづくり 髙栁 百合子 
富山大学 都市デザイン学部  

都市・交通デザイン学科 准教授 

委員 薬 業 松井 竹史 
富山市薬業推進協会 会長 

（テイカ製薬㈱ 代表取締役社長） 

委員 薬 業 高田 吉弘 富山県薬業連合会 専務理事 

委員 経 済 西岡 秀次 富山商工会議所 専務理事 

委員 
官民連携 

（PPP） 
石倉 慎也 ㈱日本政策投資銀行 富山事務所長 

計 8 人 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ くすり関連施設基本構想等策定委員会  

 

（事務局）薬業物産課 

↓ 

（策定支援業者） 

乃村工藝社・ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ 

基本構想等策定ＪＶ 

（関係所属） 

都市計画課・公園緑地課 

・営繕課・郷土博物館 等 

連携 

庁内連携 



 87 

Ⅱ くすり関連施設調査 

 

１ 市内のくすり関連施設の概要 
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２ 市外のくすり関連施設の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ くすり関連施設調査 
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Ⅲ ヒアリング等調査 

 

１ ワークショップ 

日 時： ２０１８年１１月５日（火） １９：００～２１：００ 

場 所： 富山市内 

出席者： 20 代～40 代の富山市内の男女 12 名 

 

テーマ：市民目線での今回のプロジェクトへの期待や現状の課題認識、そして「薬都とやま」の

未来について、より良い拠点施設開発へのヒント・特異点を抽出する。 

ワークショップで抽出した意見 

（１）「友人・知人を連れて行くなら、富山市内のどこ？」 

＜まとめ＞ 

・環水公園（＋スターバックス）について、ほぼ全員が友人・知人を連れて行くと回答。 

・飲食店を挙げる参加者が多かった。（参加者全体が出た店名を聞いて納得する様子も垣間

見ることができた。） 

・他、キラリや八尾や岩瀬などの古い町並みについても意見が上がった。 

 

（２）「富山のお奨めポイント／ネガティブポイント」 

＜お奨めポイントまとめ＞ 

・「食べ物が美味しい」「魚が美味しい」について、ほぼ全員が回答。 

・次いで、「豊か」や「山・海がきれい」など、自然を奨める参加者が多かった。 

・他、「市電」「中心市街が機能的」「コンパクト」など、まちについての意見も 

上がった。 

＜ネガティブポイントまとめ＞ 

・「車社会」であることへの意見が多く上がった。車を持っていない人は「タクシーが 

 来ない」「電車の値段が高い」他、交通機関の不満の声が上がった。 

・「店が少ない」「営業時間が短い」など、買い物が不便であることがわかった。 

・気候について不満を抱く参加者も見受けられた。 

・まちがコンパクトであるため知人によく遭遇する、防災意識が低い、まちに歴史的な建

物が少ないなどの意見が上がった。 

・その他、まじめすぎる、目に見えないものを評価しない、など文化に対する不満もあっ

た。全体として交通についての意見が出たが、長所・短所にもなることがわかった。 
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（３）「薬都とやま/くすりのまち富山を感じる時とは？」 

＜まとめ＞ 

・「富山駅や空港で広告を見たとき」「テレビ」「新聞」「他の人から言われる」など、

メディアや外部の人から言われることが多い結果となった。 

・製薬会社や工場がまちに多いことで知る参加者も多かった。 

・「小学校のころなどに、富山がくすりのまちであることを教えられたか」などの質問に

関しては全員が「教わっていない」と答えた。 

 

（４）「施設・拠点として、どうあるべきか？」  

・製薬会社としてもくすりの核になるできる施設ができるのは嬉しい。会社の PR の場と

しても活用できたらうれしい。 

・城址公園は遊び場、憩いの場（あえて行く場所）というイメージがない。ANA のホテ

ル側から見た様子はキレイだが中に入ると寂しい印象。 

・環水公園はそこにいる自分がお洒落という感覚がある。県外客も連れていきたい。 

・人を連れていくのに、「くすり」であることは関係なく、建築が美しいことや空間が

お洒落であるほうが重要に感じる。 

・キラリの図書館も旧図書館も中高生の自習スペースとしてにぎわっていた。若者が集

う場であると活気がある。 

・富山の人は初めのところは物珍しくて行くがリピーターにはならない。 

・「くすり」施設であることは意識せずに休憩できる場所であれば市民も何度も利用し

たい。 

・「くすり」×「●●●」のコラボが必要。（例：製薬会社とゲーム会社のコラボが進

行している。） 

・産官学のコアになるべき。 

 

 

                 Ⅲ ヒアリング等調査 
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２ 関係者インタビュー 
 
（１）薬業関係者① 

 

（２）薬業関係者② 

 

（３）薬業関係者③ 

 

（４）薬業関係者④ 

Ⅲ ヒアリング等調査 
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（５）有識者：郷土史家① 

 

（６）有識者：郷土史家② 

 

（７）有識者：薬学（全般） 

 

（８）有識者：薬学（生薬） 

 

Ⅲ ヒアリング等調査 
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３ 配置従事者意見交換会 

 

日 時：２０１９年１月８日（火） １４：００～１５：３０ 

場 所：富山市内 

出席者：配置従事者 15 人（富山県内（配置先は各地）／概ね 56 歳未満の現役従事者） 

テーマ：配置薬業とのかかわり（きっかけ、学び） 

    現在の活動（配置先、使用する用具） 

    越中売薬について（代表的な売薬家、薬種商、 

ゆかりの著名人、全国との関係） 

    配置薬業の現況・将来について 

くすりの語り部に伝えたいこと 

配置員として、次世代に伝えたいこと 

 

 意見 

（１）配置薬業とのかかわり（きっかけ、学び） 

・親世代から引き継いで配置薬業を始めた方がほとんどであった。（中には４代目の 

 方も） 

・学校卒業後に製薬メーカーに就職し営業をしていたが、かかわっていた売薬さんが楽し 

 そうだったから自分の代から始めた。 

・売薬について、製薬メーカーの研修会、薬連の講習会、研修センターで学んだ。 

 

（２）現在の活動（配置先、使用する用具） 

（使用用具） 

・柳行李を使っている方が２名、アタッシュケースの方が１３名、ケースについて特注の 

 もの（肩にかけ、中身はタンスのようになっている）を使用されている方もいた。 

・懸場帳を電子化したソフトを業者に作ってもらい、配置先では紙に記録し、家でデータ 

 ソフトに打ち込んでいる。 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ ヒアリング等調査 
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（３）越中売薬について（代表的な売薬家･薬種商、著名人、全国との関係） 

・前田正甫公の話がやはり有名だ。 

・上市町にある石碑に、売薬さんが山形県米沢市徳町に農具等を伝えたと書かれている。 

 

（４）配置薬業の現況・将来について 

・他県出向は減っていき、地元の人が地元で雇われてやっていくようになる。 

・現状の上得意客は団塊の世代になるが、この世代の年齢が上がり、売り上げが今後は厳し

くなってくることが考えられる。 

・昔は、日本中の配置先で、富山の売薬さんが来てくれてありがとうといった感じであっ 

 たが、今は、わざわざ富山から来たことを不思議がられることもある。 

・配置先で土産話を昔は楽しんでもらっていたが、情報社会化が進み、調べれば分かるこ 

 とが多くなったため、現在は楽しんでもらえなくなった。 

・売薬について全般的な職業教育を行い、興味を持ってもらうことが必要だ。 

 子供が親の職業を理解していないように思える。 

 

（５）くすりの語り部に伝えたいこと 

・業界の「明るい部分」にスポットを当てて話してもらいたい。 

・売薬さんが全国を回っていることを全国の人に知って欲しい。 

 

（６）配置員として、次世代に伝えたいこと 

・「富山のプライド」（売薬さんの心、即ち薬を売るわけではなく、信用を得る心）を 

 伝えていきたい。 

・個人事業だと、自分が頑張れば頑張るほど儲かることを伝えておきたい。 

 

（７）その他 

・売薬さんが持ってくる薬をなぜか古い薬だと思われる方がいるので、資質向上研修を受

け、勉強をして、ちゃんと新しい薬を持ってきていることを伝えたい。 

 

 

 

 

 

                 Ⅲ ヒアリング等調査 
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Ⅳ 周辺環境調査 

 

１ 城址公園整備計画 （※城址公園整備検討委員会より） 

 

（１）城址公園内におけるくすり関連施設の位置付けと期待される役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①城址公園北西角地のエントランス空間 

ア．「くすり関連施設」中心とした北西角地エントランス空間 

イ．城址公園外周部の回遊ルートの拠点 

 

②松川周辺の回遊ルートの形成 

ア．「くすり関連施設」を中心にした北西角地の拠点 

イ．「松川茶屋・観光案内所」を中心にした北東角地の拠点 

上記の二拠点を結ぶ「松川沿いの水辺」、「旧掘割跡のプロムナード」によって回遊路を 

形成 

 

③建物〜公園〜水辺が一体となった魅力  

ア．くすり関連施設の建物〜公園〜水辺が一体となった魅力的な拠点 

イ．利用者が気軽に立ち寄れる場所（→休憩、日よけ、雨宿り、飲食など） 

 

④公園管理の拠点 

ア．城址公園の管理の拠点 
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（２）くすり関連施設に検討をお願いしたい内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①建物の１階部分について 

ア．誰でも気軽に利用可能な機能の配置検討 

  （飲食、物販、テラス、市民活動スペースなど） 

イ．松川側（北側）と公園側（東側）は、壁などで仕切らず公園とつながった空間の検討 

 （オープンデッキ、雨宿りや休憩に使えそうな軒・庇など） 

 

上記の検討により、以下の点が実現できると考える。 

・松川の水辺の風景を建物からも楽しめるようになる 

・建物から公園を抜けて水辺の散策を楽しめるようになる 

・建物と公園の一体的な利用が可能なようになる 

（例）公園でのイベントを建物からも見られるようになる 

※公園側も建物が魅力的に見え、自然と入りたくなるようなデザインを目指す 

 

②バックヤードおよび管理機能について 

ア．松川側（北側）、公園側（東側）を避けた配置の検討 

 

上記の検討により、以下の点が実現できると考える。 

・松川側（北側）、公園側（東側）は公園とつながった空間を生み出す 

 

 

 

                  Ⅳ 周辺環境調査 
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③公園西口エントランスについて 

ア．城址公園西側エントランスを建物と公園で協力して魅力的にする方法の検討 

 （例） ・南側に建物を寄せて北側を広い空間を取って入りやすいようにする 

    ・公園エントランスに対する圧迫感の軽減、など 

 

上記の検討により、以下の点が実現できると考える。 

・安住橋の橋詰から城址公園への中へ入りやすい雰囲気を作り出す 

 

④その他 

ア．富山風致地区内における建築等の制限に関する条例の遵守 
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２ 市内施設調査 

 

（１）立地的特徴 

 江戸時代の富山城の範囲と照らし合わせてみると、現在の商店街はかつての外堀の外側に

位置しており、公園内には、石垣や土塁等の歴史的要素や景観的特徴が現存している。 

 城址公園は、住宅、商業、公共施設等の様々なエリアに挟まれた場所に位置し、LRT、バ

ス、レンタルサイクル、遊覧船など、多彩な交通モードの結節点である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

                 Ⅳ 周辺環境調査 

城址公園の周辺エリア 

A 

B 
C 

D 

E 
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（２）中心市街地の整備計画状況 

 

①本市の中心市街地における上位計画では、公共交通の強化や商業・賑わいの再生、誰も 

 が生き生きと活躍できるまちづくり等が提唱されており、LRT の南北接続・バスの運行 

 や再開発による賑わい拠点・住居の設置、観光スポットや住環境向上のための講演の整 

 備等が行われている。 

【大きく３つの方針】 

ア．公共交通の利便性向上 

イ．まちなか居住の推進 

ウ．賑わい拠点の創出 

②本市では、城址公園を“風格ある富山の顔となる緑の創出”を目指す核となる公園と  

 して位置づけ、中心市街地内において水と緑のネットワーク化の形成を図ることとし  

 ている。 

                 Ⅳ 周辺環境調査 
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３ 周辺環境調査 

 

（１）集客調査 

富山市内美術館・博物館等 年間利用者数データ 

                 Ⅳ 周辺環境調査 
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（２）昼夜間人口・事業所特性調査 

①調査対象エリア 

 

 

 

 

②昼夜間人口・事業所特性：分析地Ａ（徒歩１０分商圏：上図青枠内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 Ⅳ 周辺環境調査 

予定地から

1km 

 

（商圏分析ソフトによる居住や事業所に基づいた商圏人口抽出を前提に徒歩圏エリアを設定） 
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（３）くすり関連施設周辺の駐車場調査 

 現状、駐車可能と考える周辺エリアとしては、施設予定地より 200m の範囲で設定。 

現在、以下の 4 つの駐車場が該当し、その駐車台数としては、138 台と想定。 

 ・城址公園駐車場：101 台 

 ・システムパーク丸の内：6 台 

 ・ファースト丸の内：6 台 

 ・タイムズ富山安住町：25 台  計：138 台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 Ⅳ 周辺環境調査 

100m 200m 300m 
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（４）くすり関連施設 周辺飲食店調査（徒歩 5分～10 分圏内） 

  施設周辺には昼食等を取れるような飲食施設が少ない。富山大橋側は「ます寿し」のお店な

どのエリアとなっている。公園内ではしっかりした食事を提供しているレストランは無く、お

茶屋などの軽食提供のみ。 

  利用者の動線を予想すると、公共交通利用か、徒歩 15 分ほどかけての富山駅・大手町方面

への回遊が考えられる。 

 

 

 

                 Ⅳ 周辺環境調査 
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（５）城址公園内カフェ実証実験ヒアリング調査 

城址公園内でも抜群のロケーションを誇る佐藤記念美術館ロビーにて実施されたカフェ運

営の社会実験の状況をヒアリング調査した。 

この実験は、城址公園周辺をまち歩きする国内外の観光客や市民をターゲットとして、カフ

ェの必要性や事業継続性を検証するもの。（実験期間：平成 30 年 6 月上旬～平成 31 年 3 月 29

日） 

 

＜ヒアリング内容＞ 

 ・社会実験業務（カフェ運営含む）の受託会社は、インバウンド観光をマネージメントす

る観光会社。 

 ・主に欧米系の観光客に情報発信する代理店に観光メニューを提供している。 

 ・インバウンドへの観光メニュー提供を行うには 4 か月前にはツアーメニュー提供を行う

必要があるため、タイムリーな情報提供ができない状況であった。継続的にカフェ運営

が行えればインバウンドの集客が増えるものと思われる。 

 ・特にお祭りや夜間のお茶屋ライブなどのイベントは好評であため、定期的な海外向けの

情報発信が重要である。 

 ・開館時間美術館の開館時間に合わせる必要があるため、営業は 10 時～16 時 30 分 

  来県者からは夜間営業を望む声が多く、お酒の提供を望む声がある。 

 ・くすり関連施設ができることで、公園の集客力によって回遊性が生まれると考えられ、

佐藤美術館としても好影響であると考える。 

 

 

表 佐藤記念美術館 カフェ来店客数（2018 年 8 月～11 月：4 ヶ月分） 

 

 

 

 

                 Ⅳ 周辺環境調査 
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Ⅴ 社会動向調査 

 

１ 観光概況調査 

 

（１）富山県の観光概況 

・北陸新幹線開通効果で入込数増 

・富岩運河環水公園が観光地ランキング 1 位 

富山県の観光入込数は、北陸新幹線開通後、特に、富岩運河環水公園の整備後において、首

都圏等での情報発信や旅行会社の働きかけによって増加傾向にある。また、日帰り観光だけで

なく、新たなホテルの開業も県内各地で見られ、日本人、外国人宿泊客数共に増加している。 

 
 

（２）富山市の観光概況 

・北陸新幹線開通効果で入込数増 

・公共交通を軸としたスマートシティ、観光客/ビジネス客の両軸を有している 

富山市は 2012 年以降入込客数の横ばいが続いていたが、北陸新幹線開通以降は大きく数値

を伸ばしている。また、富山市内のライトレールや電車、各観光地もその良い影響を受けてお

り、2015 年度の前年対比客数が 100％以上の観光施設が散見される。 
また、富山市は、中心部にコンベンション施設や宿泊施設が集積しているため、ビジネス客

等も多く、観光だけでない市の強みになっている。 

 出典：「富山市観光戦略プラン」（平成 28 年 富山市商工労働部観光政策課） 

出典：「平成２９年富山県観光客入込数等（Ｈ29.1.1～Ｈ29.12.31）」（富山県観光・交通・地域振興局観光振興室、（公社）とやま観光推進機構） 
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（３）訪日外国人のインバウンド 

・「自然景観」「神社・仏閣」「日常」「ディープな地域」に興味有 

訪日外国人に人気の日本国内における観光体験ランキングは、日本は「温泉」が１位なのに

対し、訪日外国人は「自然景観」「リフレッシュ」「神社・仏閣」などが人気であった。また

「都市公園散策」も好評で、この点は日本人のランキングと大きく異なる点であった。 

    

出典：「訪日外国人に人気の観光体験ランキング」（じゃらんリサーチセンター、2018 年 1 月 22 日レポート） 

 

（４）北陸地域におけるインバウンド動向 

・北陸地域の認知度は全体的に低いが、台湾はやや高めと地域性有。英語対応も課題。 

北陸地域は、全国の観光地の中では訪日外国人の訪問回数・認知度が低い地域であることが

わかったが、「立山／黒部」「北陸新幹線」の認知度は増加傾向にある。満足度調査では、不

満足な項目として「英語や母国語の通用度」といったコミュニケーションに関することが上位

に並んだ。 

 

図：北陸新幹線の認知度 

出典：「北陸地域におけるインバウンド客の意向調査～ＤＢＪ・ＪＴＢＦ アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査（平成 29年度版）より～」 

 （2018 年 2 月 株式会社日本政策投資銀行 北陸支店レポート） 

 

 

                    Ⅴ 社会動向調査 
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（５） 富山がアート(ものづくり県)で選ばれるために 

・アートと産業が結びつきやすい地域 

・富山県美術館の成功がヒント 

富山県は全国と比較して第２次産業のウェイトが高く、また、売薬のパッケージやガラス等

の関連ミュージアムも多く、古くから「アートとデザイン」と「産業」が結びつきやすい土壌

がある。富山県美術館周辺の整備に伴い観光客数の増加も顕著であることをヒントに、富山の

ものづくり産業がアートやデザインの活用によって富山の魅力創造・活性化させることが戦略

的に考えられる。 

 

図：人口 100万人当たりの美術博物館数（相当施設・類似施設を含む） 

 

出典：「アートで選ばれる富山へ」（2017 年 9 月 株式会社日本政策投資銀行 北陸支店レポート） 
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２ ミュージアム等文化関係調査 

 

（１） 国内ミュージアムにおける、エデュテインメント機能導入の実態 

・親子３代で楽しめる施設の開発ニーズ 

・「参加・体験」「職業体験」導入施設が多い 

近年のミュージアムにおいて「エデュテインメント(注)」施設の開発は増加傾向にあり、中で

も「参加・体験」型の施設が数多く開発されている。また「キッザニア」を皮切りに、親子３

代で楽しめることや、オリジナリティのあるエデュテインメント開発などが高評価を得るよう

になったことで、企画側の工夫や発想力も求められるようになってきている。 

 

出典：「企業ミュージアム・テーマミュージアム 開発事例集＆データファイル」（綜合ユニコム／2015 年） 

（２） 生涯学習・リカレント教育について 

・「外国語」「医療や福祉」が学び直しに人気 

・「教養」「人生を豊かにする」ために学び直したいという回答が約 50% 

「くすり関連施設」では、薬業に係わる知識や歴史を伝えることを検討しており、「学び」

に対する国内ニーズの調査として、「生涯学習・リカレント教育」に絞ったアンケート調査を

調べたところ、「医療や福祉に関すること」、「自分の健康」への学習意欲の高さや、学ぶ場

としては「公的な機関における講座や教室」などの結果が得られた。 

 

    出典：「教育・生涯学習に関する世論調査」（2016 年 2 月 内閣府政府広報室） 

                    Ⅴ 社会動向調査 
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３ スマートシティ・ヘルスケアタウン調査 

（１）米国におけるスマートシティに関する取り組み 

・世界的にスマートシティ構築が急がれており、経済効果も認められている 

・街ぐるみでの IT インフラの整備・活用から、家庭への医療サービス提供など、地域に 

 よって多様な取組みが進んでいる 

 

（２）世界最大のライフサイエンス・バイオクラスター ボストン 

・バイオクラスター・エコシステムの構築により、人・カネがさらに集中 

・州による法整備や周辺大学への研究費投入などの環境整備も重要 

・今後は大きくなりすぎたクラスターの維持・変化・差別化が課題 

 

 

                    Ⅴ 社会動向調査 
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（３）「Fujisawa サスティナブル・スマートタウン」プロジェクト 

・住人のくらしから考える「人中心」「くらし起点」のインフラ整備 

・健康・福祉・教育が共存する世代を超えたコミュニティ形成 

 

 

 

（４）京浜臨海部ライフイノベーション国際戦略総合特区 

・「最先端医療」「健康寿命の延伸」の 2 つのアプローチが融合した特区 

・特区は H25 年に拡大。地域単位の多様なプロジェクトも進行している。 

 

 

出典：http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/0602/kenseipj/file/ 

 

 

                    Ⅴ 社会動向調査 
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※アウトリーチ                

館外での教育普及事業、出前授業。 

 

※ＩＣＴ （Information and Communication Technology）                  

情報・通信に関する技術の総称。従来から使われている「IT（Information Technology）」に代わる言葉として使われてい

る。 

 

※イノベーション（Innovation）           

「改革」「革新」を意味する単語で、新しい市場の開拓や新機軸の導入など革新的な取り組み全般に対して使われている。 

 

※イノベーター                 

革新者。新技術などの導入者。 

 

※インタラクティブ             

「対話」または「双方向」といった意味で、ユーザーがパソコンなどの画面を見ながら、対話をするような形式で操作する

形態を指す。 

 

※インバウンド         

インバウンドツーリズムの略。外国人が訪れてくる旅行のこと。日本へのインバウンドを訪日外国人旅行または訪日旅行と

いう。 

 

※ＳＤＧｓ （Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）           

「世界中の誰一人取り残さない」をテーマに、平成 27 年 9月の国連サミットで 193 の全ての国連加盟国が合意した 2030 年

までに達成すべき課題と、その具体目標を定めたものである。 

貧困・飢餓、健康・福祉、教育、気候変動、平和・公正といった 17 分野にわたる目標と、より具体的な達成目標である

169 のターゲット、さらに目標の達成に向けた進捗状況を測るための 230 のインディケータ（指標）が設けられ､グローバル

化が急速に進む社会、経済、環境上の様々な課題に対して、世界各国の市民や企業、行政が協働して取組んでいくためのキー

ワードとなるものである。               

 

※エポック              

時代。特に、新しく画期的な時代・時期。新紀元。   

 

※ＡＩ（Artificial Intelligence）                   

人間が持っている、認識や推論などの能力をコンピューターでも可能にするための技術の総称。人工知能とも呼ぶ。AI 

を応用したシステムには、専門家の知識をデータベース化して問題解決に利用するエキスパートシステムなどの例がある。 

 

                                    

用語編 

https://kotobank.jp/word/IT-166
https://kotobank.jp/word/%E7%94%BB%E6%9C%9F%E7%9A%84-464166
https://kotobank.jp/word/%E6%96%B0%E7%B4%80%E5%85%83-536912
https://kotobank.jp/word/%E6%8E%A8%E8%AB%96-83213
https://kotobank.jp/word/%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%94%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%83%BC-3554
https://kotobank.jp/word/%E7%B7%8F%E7%A7%B0-552547
https://kotobank.jp/word/%E4%BA%BA%E5%B7%A5%E7%9F%A5%E8%83%BD-4702
https://kotobank.jp/word/%E5%B0%82%E9%96%80%E5%AE%B6-551376
https://kotobank.jp/word/%E5%95%8F%E9%A1%8C%E8%A7%A3%E6%B1%BA-1211988
https://kotobank.jp/word/%E3%82%A8%E3%82%AD%E3%82%B9%E3%83%91%E3%83%BC%E3%83%88%E3%82%B7%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%A0-1379
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※ＡＲ・ＶＲ  （Augmented Reality・ Virtual Reality ）  

AR は Augmented Reality の略で、一般的に「拡張現実」と訳される。実在する風景にバーチャルの視覚情報を重ねて表示

すること。目の前にある世界を仮想的に拡張する VR は、クローズドな世界（スクリーン）にリアリティを高めた視覚映像を

投影する「仮想現実」のことをいう。 

 

※ＬＲＴ （Light Rail Transit ）                

低床式車両(LRV)の活用や軌道・電停の改良による乗降の容易性、定時性、速達性、快適性などの面で優れた特徴を有する

次世代の軌道系交通システムのこと。 

 

 

※オープンイノベーション        

企業が技術の価値を高めようとする際、内部のアイデアとともに外部のアイデアを用い、市場化の経路としても内部の

経路と外部の経路を活用することができるし、また、そうすべきであると考えるパラダイム 

 

※懸場帳         

置き薬の得意先範囲は一種の営業権を意味する暖簾
の れ ん

価値をもち，懸場
か け ば

と呼ばれた。その内容記載名簿である懸場帳は売薬行

商の基礎財産で、売買、賃貸、質入の対象ともなった。 

 

※くすりの体内吸収  

 薬物動態（吸収、分布、代謝、排泄）の一つ。飲む、吸う、貼るなどして薬を体の中に取り入れることを指す。      

 

※ゲノム・バイオ          

ゲノムとは、遺伝子（gene）と染色体（chromosome）から合成された言葉で、DNA のすべての遺伝情報のこと。バイオはバ

イオテクノロジーの略。生物学を意味するバイオロジーと技術を意味するテクノロジーの合成語で、生物の持っている働きを 

人々の暮らしに役立てる技術を指す。 

  

※交流人口            

交流人口（こうりゅうじんこう）とは、その地域に訪れる（交流する）人のこと。その地域に住んでいる人、つまり 

定住人口（又は居住者・居住人口）に対する概念である。 

 

※シティブランディング   

 まちの魅力について、他と明確に差別化できる個性（イメージ・信頼感・高級感など）をつくりあげること。     

 

 

 

 

 

用語編 

 



 113 

 

 

 

 

※シビックプライド        

市民一人ひとりの「わがまち」に対する愛着や誇りのこと。 

 

※生薬 

 動植物の薬用とする部分、細胞の内容物、分泌物、抽出物または、鉱物など。                    

 

※信用３本柱          

富山売薬が行商を行う上で、大切にしてきたこと。「商いの信用」「くすりの信用」「人の信用」の３つの信用を指す。

「商いの信用」の基本は、顧客との間にトラブルを起こさず、不正な商いをしないということ。 

「くすりの信用」は、有効で安全な品質の高いくすりを提供すること。そのために、絶えず顧客の求めるくすりをリサーチ

し、品質開発に努めなければならない。 

「人の信用」は顧客の悩み相談に乗って、適切なアドバイスを行ったり、励ましたりすることで信頼関係が作られることを示

す。 

 

※先用後利  

 配置薬業の商法。家々に薬を先に預け、一定期間内に使用した薬の代金を後に支払ってもらい、古い薬を交換して、新しい

薬を配置する顧客の利便性を考えた販売方法。            

 

※富山やくぜん         

「富山のくすり」の伝統を活かして、富山の食材と古くから健康によいとされる食材を使って、栄養バランスや安全面に 

配慮しながら作られた料理等のことを言う。富山市の商標登録。                        

 

※売薬資本             

明治時代以前には藩のきまりで、蓄積した資本を他に投じることが禁じられていた。明治を迎えるとその束縛が外れ、売薬

業者は金融機関をはじめ、水力発電・鉄道・各種製造業・出版や印刷・教育などの幅広い分野に投資していった。 

 

※売薬版画  

 富山売薬が他の売薬との差別化を図るために、得意先との関係継続を目的として江戸時代後期に導入したとされる商法に用 

いられた代表的な進物。江戸後期から明治中期に配られ、当時は錦絵や絵紙と称された浮世絵版画。 

 

※反魂丹役所                

反魂丹役所（1816～1870）売薬業の信用の維持と営業の拡大、売薬人の政治的・経済的機能強化を目的とした半官半民によ

る富山売薬業の統制機関。上納金の経理、売薬人の保護（藩権力のバックアップ（旅先藩の入国差止解除、目印）等）、統制

（薬種吟味、配給統制、薬種管理等）を行った。 

 

 

 

 

用語編 
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※引き札                 

江戸、明治、大正時代にかけて、商店、問屋、仲買、製造販売元などの宣伝のために作られた広告チラシ。 広告の歴史資

料としてだけでなく、独特の色合いと大胆な図柄から美術品としての価値もある印刷物として蒐集の対象ともなり、各地の博

物館に所蔵されるほか、展覧会も開かれている。 

 

※ＰＰＰ（Public Private Partnership:パブリック・プライベート・パートナーシップ：公民連携）  

公民が連携して公共サービスの提供を行う手法の総称であり、ＰＦＩ、指定管理者制度、市場化テスト、公設民営方式、さ

らに包括的民間委託、自治体業務のアウトソーシング等も含まれる。   

 

※ファシリテーター 

集会・会議などで、テーマ・議題に沿って発言内容を整理し、発言者が偏らないよう、順調に進行するように口添え 

する役。議長と違い、決定権を持たない。  

 

※ＭＩＣＥ （Meeting、Incentive tour、Convention 、Exhibition）            

Meeting（会議・研修・セミナー）、Incentive tour（報奨・招待旅行）、Convention または Conference（大会・学会・

国際会議）、Exhibition（展示会）の頭文字をとった造語で、ビジネストラベルの一つの形態。参加者が多いだけでなく、 

一般の観光旅行に比べ消費額が大きいことなどから、MICEの誘致に力を入れる国や地域が多い。 

 

※埋蔵文化財包蔵地        

住居跡などの「遺構」、土器や石器などの「遺物」といった文化財が埋もれている土地（遺跡）のことを指す。 

 

※前田正甫公           

前田正甫公は、富山藩の第二代の藩主であり、売薬業の生みの親ともいわれ、藩政の充実に力を注ぎ、藩の財政の立直し 

のため、富山売薬業の形成など領内産業の振興を図った。  

 

※マルシェ型販売          

マルシェはフランス語で「市場」という意味の言葉であるが、本事業でのマルシェ型販売は富山の食材やくすりをテーマと

した食の販売や、富山ならではの物産の販売を屋台形式で行うことを指す。 

 

※ＶＩ（Visual Identity）    

施設のイメージや伝えたいことを言葉だけでなく、アイコン（記号）として組織の内外に共有化されるもの。 

（ex.ロゴやシンボルマーク）または、それらを活用する際の約束事・ルールを含む。（ex.ブランドガイドライン） 

 

※未病                     

「未病」とは、発病には至らないものの軽い症状がある状態。 

 

 

用語編 

 

https://kotobank.jp/word/%E9%9B%86%E4%BC%9A-526283
https://kotobank.jp/word/%E8%AD%B0%E9%A1%8C-474292
https://kotobank.jp/word/%E8%AD%B0%E9%95%B7-51022
https://kotobank.jp/word/%E6%B1%BA%E5%AE%9A%E6%A8%A9-2034333
https://www.tourism.jp/tourism-database/glossary/incentive-tour/
https://www.tourism.jp/tourism-database/glossary/incentive-tour/
https://www.tourism.jp/tourism-database/glossary/convention/
https://www.tourism.jp/tourism-database/glossary/business-travel/
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